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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

当
時
の
人
々
の
天
台
山
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
遷
を
考
察
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
宋
代
の
李
庚
等
の
「
天
台
前
集
」（「
前
集
」
と
略
）
と
近
人

の
許
尚
枢
「
天
台
山
詩
聯
選
注
」（「
許
本
」
と
略
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

を
中
心
に
選
択
し
て
い
く
が
、
今
回
は
、
六
朝
以
前
の
詩
作
品
十
三
点
を
取
り

上
げ
る
   

 

。

（
１
）

●
凡
例

・
丸
数
字
で
、「
天
台
前
集
」
で
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
。

・
☆
で
「
前
集
」
や
「
許
本
」
で
の
収
録
状
況
を
、
★
で
そ
の
他
の
資
料
に
お

　

け
る
収
録
状
況
を
述
べ
る
。

・
以
下
、
■
本
文
と
訓
訳
、
■
校
勘
、
■
語
注
、
■
口
語
訳
、
■
解
説
、
の
順

　

で
記
述
す
る
。

・
本
文
の
底
本
は
「
前
集
」
と
し
、
未
収
の
も
の
は
適
宜
指
定
す
る
。

・
本
節
で
参
照
し
た
文
献
の
内
、
総
括
的
な
も
の
と
そ
の
略
称
は
次
の
通
り
。

　

梁
昭
明
太
子
「
文
選
」
…
李
善
注
本

　

唐
欧
陽
詢
等
奉
勅
撰
「
芸
文
類
従
」
百
巻
（
類
従
）

　

唐
徐
堅
等
奉
勅
撰
「
初
学
記
」
三
十
巻

　

宋
李 
�
等
奉
勅
撰
「
文
苑
英
華
」
一
千
巻
（
文
苑
）

　

宋
郭
茂
倩
「
楽
府
詩
集
」
百
巻
（
楽
府
）

　

明
馮
惟
訥
「
古
詩
紀
」
百
五
十
六
巻

　

清
厳
可
均
「
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
」
七
百
四
十
一
巻

　

民
国
丁
福
保
「
全
漢
三
国
晋
南
北
朝
詩
」
五
十
四
巻
（
全
漢
詩
）

　

近
人
�
欽
立
「
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
」（
先
秦
詩
）

二　

天
台
山
の
詩
（
其
二
）
〜
六
朝
以
前
（
中
）

④
登
天
台　

葛
玄
〔
楊
白
雲
謡
〕

　

☆
前
集
拾
遺
、
許
本
巻
一

　

★
全
漢
詩
・
先
秦
詩
と
も
に
収
録
せ
ず
。

■
本
文
と
訓
訳

　

高 
高 
山 
上 
山 

高
高
た
り
山
上
の
山

　

山 
中 
白 
雲 　
 
閑

〈
一
〉

 

山
中　

白
雲 
閑 
か
な
り

し
ず

　

瀑 
布 
低 
頭 
看 

瀑
布
は
頭
を 
低 
れ
て
看

た

　

青 
天 
擧 
手 　
 
� 

青
天
は
手
を
擧
げ
て
�
す

〈
二
〉

　

石 
橋 
横 
海 
外 

石
橋　

海
外
に
横
た
わ
り

　

風 　
 
笛 
落 
人 
間 

風
笛　

人
間
に
落
つ

〈
三
〉

　

不 
見 
紅 
塵 
客 

紅
塵
の
客
を
見
ず

　

時 
時 
鶴 
往 
還 

時
時
に
鶴
の
往
還
す
る
の
み

■
校
勘

〈
一
〉
許
本
作
間
。　
　
〈
二
〉
許
本
作
攀
。　
　
〈
三
〉
許
本
作
雨
。

■
語
注

○
高
高
…
高
い
上
に
い
よ
い
よ
高
い
こ
と
。「
詩
経
・
周
頌
・
敬
之
」
に
「（
天
）
無

曰
高
高
在
上
」
と
あ
り
、
⑥
の
謝
霊
運
の
詩
に
も
「
高
高
入
雲
霓
」
と
あ
る
。
○
白

雲
…
白
い
雲
は
山
と
道
教
に
関
わ
り
が
深
い
。
白
雲
観
と
い
う
名
の
道
館
は
多
く
、

│ 
二 
│



│
三 
│

司
馬
承
禎
も
白
雲
先
生
と
呼
ば
れ
、
彼
が
都
か
ら
山
に
帰
る
時
に
朝
士
が
作
っ
た
送

別
の
詩
を
ま
と
め
た
も
の
を
「
白
雲
記
」
と
い
っ
た
（「
海
録
砕
事
」
四
庫
全
書
類
書
、

東
大
蔵
）。
一
般
名
詞
と
言
う
よ
り
、
天
台
山
に
関
わ
り
が
深
い
言
葉
と
見
る
べ
き
だ

ろ
う
。　

○
閑
…
し
ず
か
。
間
も
同
じ
。　

○
低
頭
…
頭
を
下
げ
る
、
垂
れ
る
こ
と
。

敬
意
を
示
す
場
合
や
物
思
い
に
ふ
け
る
場
合
な
ど
。こ
こ
で
は
滝
の
底
を
の
ぞ
き
込
む

様
か
。
い
わ
ゆ
る
石
梁
飛
瀑
を
上
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
か
。　

○
青
天
…
白
雲
と
の
対

比
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
荘
子
・
逍
遙
遊
」
に
「（
鵬
）
絶
雲
気
、
負
青

天
」な
ど
と
あ
る
。　

○
�
…
攀
に
通
じ
る
。　

○
石
橋
…
石
梁
飛
瀑
の
石
橋
を
指
す
だ

ろ
う
。　

○
風
笛
…
桐
柏
山
を
治
所
と
し
た
王
子
喬
が
笙
を
好
み
、
伊
洛
の
間
で
奏
で

て
い
た
と
い
う
伝
承
を
受
け
た
も
の
だ
ろ
う
（「
天
台
山
記
」
他
）。　

○
紅
塵
客
…
紅

塵
は
、
車
馬
が
巻
き
起
こ
す
塵
埃
。
転
じ
て
、
世
俗
を
言
う
。
紅
塵
客
で
世
俗
の
人
。

○
鶴
往
還
…
こ
れ
も
王
子
喬
が
浮
丘
伯
と
と
も
に
、鶴
に
乗
っ
て
昇
仙
し
た
こ
と
を
ふ

ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

■
口
語
訳

高
い
が
上
に
高
い
、
こ
の
山
の
上
の
山
、
山
中
に
は
白
雲
が
閑
か
に
漂
う
。

深
い
滝
は
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
し
て
眺
め
、
青
空
を
手
を
挙
げ
て
よ
じ
登
っ
て

い
く
。

不
思
議
な
石
橋
が
世
界
を
跨
ぐ
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
お
り
、
王
子
喬
の
妙
な
る

笙
の
音
が
人
間
世
界
へ
も
漂
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
は
世
俗
の
人
の
姿
は
見
え
ず
、
た
だ
時
折
鶴
が
往
還
す
る
の
を
見
る
ば

か
り
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
は
、
山
・
閑
・
�
・
間
・
還
が
「
刪
平
」。
攀
も
「
刪

平
」。

　

前
集
は
撰
者
名
の
葛
玄
の
下
に
「
楊
白
雲
謠
」
と
注
す
る
が
、
そ
の
意
味
は

不
詳
。
白
雲
謠
で
あ
れ
ば
、「
穆
天
子
伝
」
巻
三
に
、
西
王
母
が
穆
天
子
に
贈
っ

た
も
の
と
し
て
「
西
王
母
爲
天
子
謠
曰
、
白
雲
在
天
、
山
陵
自
出
。
道
里
悠
遠
、

山
川
間
之
。
將
子
無
死
、
尚
能
復
來
」
な
ど
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
の
関
係
は
不

明
。
葛
玄
の
作
と
い
う
が
、
前
集
以
外
に
は
収
録
さ
れ
て
居
ら
ず
、
仮
託
で
あ

ろ
う
。

　

全
体
的
に
整
っ
て
お
り
、
脚
韻
も
き
ち
ん
と
踏
ん
で
い
る
。
天
台
山
に
関
わ

る
名
所
や
王
子
喬
説
話
な
ど
を
織
り
込
ん
で
お
り
、
天
台
山
が
か
な
り
有
名
に

な
っ
て
後
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

⑤
王
子
喬
讚　

陸
機

　

☆
許
本
巻
九

　

★
類
従
巻
七
十
八
・
陸
士
衡
文
集
巻
九
（
四
部
叢
刊
）・
全
晋
文
巻
九
十
八

■
本
文
と
訓
訳

　

遺 
形 
靈 
岳 

形
を
靈
岳
に
遺
し

　

顧 
景 
忘 
歸 

景
を
顧
み
て
帰
る
を
忘
る

　

乘 
雲 　
  
� 
忽 

雲
に
乗
る
こ
と
�
忽
た
り
て

〈
一
〉

　

飄 
� 
紫 
微 

紫
微
に
飄
�
た
り

■
校
勘

＊
類
従
を
底
本
と
す
る
。　
〈
一
〉
全
晋
文
作
倏
。



■
語
注

○
遺
形
…
肉
体
を
超
脱
し
て
、
忘
我
の
境
地
に
入
る
こ
と
。
賈
誼
「
�
鳥
賦
」（「
文

選
」
巻
十
三
）
に
「
眞
人
恬
漠
兮
獨
與
道
息
、
釋
智
遺
形
兮
超
然
自
喪
」
と
あ
る
。　

○
靈
岳
…
王
子
喬
に
関
わ
る
、
天
台
山
や
嵩
山
を
指
す
だ
ろ
う
。　

○
顧
景
…
顧
影
と

も
表
記
。
自
ら
の
影
（
姿
）
を
顧
み
る
こ
と
。
与
え
ら
れ
た
称
号
や
名
誉
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
し
て
羞
じ
る
場
合
、
陥
っ
て
い
る
苦
境
に
失
意
を
憶
え
る
場
合
、
自
ら

の
美
貌
を
誇
っ
た
り
自
負
し
た
り
す
る
場
合
な
ど
、
顧
み
て
の
内
容
は
様
々
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
自
ら
の
身
の
振
り
方
を
確
か
め
た
と
い
う
こ
と
か
。　

○
�
忽
…
�
は
倏

の
俗
字
。
倏
忽
で
、
た
ち
ま
ち
、
に
わ
か
に
。　

○
飄 
�
…
風
の
吹
く
様
。
転
じ
て
、

漂
う
様
や
高
く
上
が
る
様
を
い
う
。
こ
こ
で
は
仙
界
を
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。　

○
紫
微
…
北
極
星
を
中
心
と
す
る
天
の
空
域
、
ま
た
天
界
、
仙
界
。

■
口
語
訳

肉
体
を
地
上
の
靈
岳
に
残
し
、
再
び
人
間
界
へ
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い
。

忽
ち
の
内
に
雲
に
乗
り
、
仙
界
を
自
由
に
遊
ん
で
い
る
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
歸
・
微
が
、「
微
平
」。
讚
で
あ
る
が
押
韻
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

散
文
で
あ
り
、
前
集
未
収
だ
が
、
許
本
に
載
せ
る
の
で
収
録
し
た
。
許
本
は

巻
九
を
「
桐
栢
仙
都
」
と
し
、
陸
機
以
下
、
謝
霊
運
・
江
淹
・
梁
武
帝
の
王
子

喬
の
讚
を
収
録
し
て
い
る
。

　

陸
機
（
二
六
一
〜
三
○
三
）
は
、
晋
の
呉
郡
華
亭
（
江
蘇
省
）
の
人
。
字
は

士
衡
。
晋
太
康
文
学
の
代
表
者
で
、
詩
・
賦
・
文
並
び
に
優
れ
て
い
た
。「
晋

書
」
巻
五
十
四
本
伝
。「
隋
書
経
籍
志
」
に
「
晉
平
原
内
史
陸
機
集
十
四
巻
」
が

あ
る
が
、「
亡
」
と
注
さ
れ
、
既
に
唐
代
に
は
散
逸
し
て
い
た
。
宋
代
に
徐
民
瞻

な
る
人
物
が
十
巻
本
を
得
て
世
に
出
し
た
。
そ
の
明
代
の
影
印
本
が
四
部
叢
刊

所
収
本
で
あ
る
。

　

陸
機
に
は
、
列
仙
賦
な
ど
、
神
仙
思
想
に
通
じ
る
作
品
が
他
に
も
あ
る
。

⑥
登
臨
海
�
初
發
疆
中
作
與
從
弟
惠
連
可
見
羊
何
共
和
之
〔
注
臨
海
郡
名

疆
中
地
名
�
山
頂
也
〕　

謝
靈
運

　

☆
前
集
巻
上

　

★
文
選
巻
二
十
五
・
三
謝
詩
・
古
詩
紀
巻
四
十
八
・
先
秦
詩
中
宋
詩
巻
三

◆
題
に
つ
い
て

◇
訓
訳

臨
海
の
�
に
登
ら
ん
と
し
、
初
め
て
疆
中
を
發
し
て
作
り
、
從
弟
の
惠
連
に
與

へ
、
羊
と
何
と
に 
見 
し
て
共
に
之
に
和
せ
し
む
。〔
注
、
臨
海
は
郡
の
名
、
疆
中

し
め

は
地
名
、
�
は
山
頂
な
り
〕

◇
語
注

○
臨
海
…
臨
海
郡
、
今
の
浙
江
省
臨
海
県
辺
り
。　

○
�
…
高
く
聳
え
る
山
。
こ
こ
で

は
天
台
山
に
隣
接
す
る
天
姥
山
。　

○
疆
中
…
地
名
。　

○
惠
連
…
一
族
の
謝
恵
連
。

「
文
選
」
に
も
そ
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
宋
書
」
謝
霊
運
伝
に
「
靈
運
以
疾

東
歸
（
略
）、
元
嘉
五
年
。
靈
運
既
東
還
、
與
族
弟
惠
連
・
東
海
何
長
瑜
・
頴
川
荀

雍
・
泰
山
羊
�
之
、
以
文
章
賞
會
、
共
爲
山
擇
之
游
、
時
人
謂
之
四
友
」
と
あ
り
、

後
出
の
羊
・
何
と
と
も
に
、
謝
霊
運
と
は
文
人
仲
間
で
あ
っ
た
。　

○
羊
…
羊
�
之
。

○
何
…
何
長
瑜
。

│ 
四 
│



■
口
語
訳

臨
海
郡
の
高
く
聳
え
立
つ
山
に
登
ろ
う
と
し
、
疆
中
を
出
発
し
た
と
こ
ろ
で
作

り
、
從
弟
の
惠
連
に
贈
っ
た
詩
で
、
羊
珮
之
と
何
長
瑜
に
示
し
て
唱
和
さ
せ
よ

う
と
し
た
も
の
。

■
本
文
と
訓
訳

　

杪 
秋 
尋 
遠 
山 

 
杪
秋 
に
遠
き
山
を
尋
ね
ん
と
す

せ
う
し
う

　

山 
遠 
行 
不 
近 

山
は
遠
く
し
て
行
く
に
近
か
ら
ず

　

與 
子 
別 
山 
阿 

子
と
山
阿
に
別
れ
ん
と
し

　

含 
酸 
赴 
脩  　
   
畛  

酸
を
含
ん
で
脩
畛
に
赴
く

〈
一
〉

　

中 
流 
袂 
就 
判 

中
流
に
て
袂
は 
判 
れ
に 
就 
き

わ
か 

つ

　

欲 
去 
情 
不 
忍 

去
ら
ん
と
欲
し
て
情
は
忍
び
ず

　

顧 
望 
� 
未  
� 

顧
り
み
望
み
て
�
の
未
だ
�
れ
ず
し
て

　

汀 
曲 
舟 
已 
隱 

 
汀 
の 
曲 
に
舟
は
已
に
隱
れ
ぬ　
　
　
　
　
　
（
其
一
）

み
ぎ
わ 

く
ま

　

隱 
汀 
絶 
望 
舟 

汀
に
隱
れ
て
は
舟
を
望
む
を
絶
ち

　

� 
棹 　
 
逐　   

驚 
流 

棹
を
�

〈
二
〉 

〈
三
〉

せ
て 
驚 
き
流
れ
を 
逐 
ふ

は
や 

お

　

欲 
抑 
一 
生 
歡 

一
生
の
歡
を
抑
へ

　

并 
奔 
千 
里 
游 

并
せ
て
千
里
の
游
に
奔
ら
ん
と
欲
す

　

日 
落 
當 
棲 
薄 

日　

落
ち
て
當
に
棲
薄
す
べ
く

　

繋 
纜 
臨 
江 
樓　
　
     
纜
を 
江
に
臨
む
樓
に 
繋 
ぐ

と
も
づ
な 

つ
な

　

豈 
惟 
夕 
情 
斂 

豈
に
惟
だ　

夕
情 
の
斂
る 
の
み
な
ら
ん
や

お
さ
ま

　

憶 
爾 
共 
淹 
留　
　
 　
 
爾
と 
共
に
淹
留
せ
し
を
憶
ふ　
　
　
　
　
　
（
其
二
）

な
ん
じ

　

淹 
留 
昔 
時 
歡 

淹
留
せ
し
昔
時
の
歡
び

　

復 
増 
今 
日 
歎 

復
た
今
日
の
歎
き
を
増
す

　

茲 
情 
已 
分 
慮 

 
茲 
の
情
は
已
に
慮
を
分
け

こ

　

況 
乃 
協 
悲 
端 

況
ん
や
乃
ち
悲
の
端
に
協
す
を
や

　

秋 
泉 
鳴 
北 
澗 

秋
泉
は
北
澗
に
鳴
き

　

哀 
猿 
響 
南 
巒 

哀
猿
は
南
巒
に
響
く

　

戚 
戚 
新 
別 
心 

戚
戚
た
る
新
た
に
別
れ
し
心

　

悽 
悽 
久 
念 
攅 

悽
悽
と
し
て
久
し
き
念 
ひ
攅
る 　
　
　
　
　
（
其
三
）

あ
つ
ま

　

攅 
念 
攻 
別 
心 

攅
れ
る
念
ひ
は
別
心
を
攻
む
る
も

　

旦 
發 
青 　
 
溪 
陰 

旦
に
青
溪
の
陰
を
發
す

〈
四
〉

　

瞑 
投 
� 
中 
宿 

瞑
に
は
�
中
の
宿
に
投
じ

　

明 
登 
天 
姥 
岑 

明
に
は
天
姥
の
岑
に
登
る

　

高 
高 
入 
雲 
霓 

高
高
と
し
て
雲
霓
に
入
り

　

還 
期 
那 
可 
尋 

還
期
は
那
ぞ
尋
ぬ
べ
き

　

儻 
遇 
浮 
丘 
公 

儻
し
浮
丘
公
に
遇
は
ば

　

長 
絶 
子 
徽 
音 

長
く
子
が
徽
音
を
絶
た
ん 　
　
　
　
　
　
 
（
其
四
）

■
校
勘

〈
一
〉
李
善
本
文
選
作
軫
。　
〈
二
〉
詩
紀
云
、
一
作
逾
。　
〈
三
〉
六
臣
本
文
選
作
�
。

〈
四
〉
六
臣
注
文
選
作
谿
、
三
謝
詩
同
。

■
語
注

○
杪
秋
…
晩
秋
。「
楚
辞
」
九
弁
（
七
）
に
「
�
杪
秋
之
遙
夜
兮
」
と
あ
る
。　

○
山

阿
…
山
の
片
隅
。　

○
含
酸
…
悲
し
み
や
辛
さ
を
抱
く
。　

○
脩
畛
…
長
い
あ
ぜ
道
。　

○
一
生
歡
…
「
列
子
」
楊
朱
篇
に
あ
る
語
。
こ
の
世
の
楽
し
み
。
こ
こ
で
は
友
と
過

│ 
五 
│

く
び

つ
か

は



ご
す
楽
し
み
を
指
す
と
解
し
た
。
広
く
こ
の
世
の
楽
し
み
と
す
る
解
釈
も
あ
る
（
五

臣
注
）
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
二
句
は
「
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
楽
し
み
を
抑
え
て
、

あ
な
た
と
千
里
の
旅
を
し
た
い
」
の
意
に
な
る
。　

○
棲
薄
…
薄
は
泊
。
宿
泊
。　

○

夕
情
…
夕
暮
れ
の
寂
し
い
気
持
ち
、
あ
る
い
は
夕
方
と
い
う
情
景
。　

○
斂
…
収
め
集

め
る
。
あ
る
い
は
収
束
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
夕
暮
れ
時
の
寂
し
い
気
持
ち
が
収

ま
っ
た
」
の
意
に
な
ろ
う
。　

○
憶
…
追
憶
す
る
。
あ
る
い
は
今
思
う
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、「
あ
な
た
と
一
緒
に
こ
こ
に
留
ま
り
た
い
と
思
う
」
の
意
に
な
る
。　

○
淹
留
…

久
し
く
留
ま
る
。　

○
復
増
今
日
歎
…
潘
岳
の
「
哀
永
逝
文
」（「
文
選
」
巻
五
十
七
）

に
「
憶
舊
歡
兮
増
新
悲
」
と
あ
る
。　

○
分
慮
…
思
慮
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
。　

○
悲

端
…
秋
の
こ
と
。「
楚
辞
」
九
弁
（
一
）
に
「
悲
哉
、
秋
之
爲
氣
也
」
と
あ
る
。　

○

�
…
会
稽
郡
治
下
の
町
。
現
在
の
�
県
。　

○
天
姥
山
…
天
台
山
の
西
北
に
あ
る
山
。

李
白
も
こ
こ
に
登
り
、
い
く
つ
か
の
詩
を
残
し
て
い
る
（
加
藤
国
安
「
李
白
の
天
台

山
・
天
姥
山
の
詩
」）。　

○
浮
丘
公
…
古
の
仙
人
。
王
子
喬
を
連
れ
て
鶴
に
乗
っ
て
嵩

山
に
登
っ
た
と
い
わ
れ
る
（「
列
仙
伝
」）。「
天
台
山
記
」
に
も
登
場
し
、
天
台
山
に

も
棲
ん
で
い
た
と
い
う
。

■
口
語
訳

晩
秋
に
、
遠
く
の
山
（
天
姥
山
）
を
尋
ね
よ
う
と
し
た
。
山
は
遠
く
に
あ
り
中
々

近
く
に
な
ら
な
い
。

（
送
っ
て
き
た
）
あ
な
た
と
山
の
片
隅
で
別
れ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
で
き

ず
、
別
れ
の
辛
さ
を
抱
い
て
長
い
道
を
二
人
で
歩
い
た
。

い
よ
い
よ
川
の
中
程
で
袂
を
分
か
と
う
と
し
た
が
、
い
ざ
行
こ
う
と
し
て
別
れ

の
情
で
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

あ
な
た
を
何
度
も
振
り
返
っ
て
見
た
が
、
首
が
ま
だ
疲
れ
な
い
う
ち
に
、

あ
な
た
の
乗
っ
た
船
は
渚
の
曲
が
り
角
で
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
其
一
）

汀
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
な
た
の
船
を
見
る
こ
と
は
あ
き
ら
め
、
棹
を
急

が
せ
て
急
流
に
乗
り
込
む
。

友
と
過
ご
す
楽
し
み
を
押
さ
え
込
む
が
、
別
離
の
悲
し
み
を
抱
え
た
ま
ま
で
千

里
の
旅
に
出
る
こ
と
に
な
る
。

日
が
落
ち
て
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
も
づ
な
を
川
に
臨
む
楼
に
つ
な
い
だ
。

旅
の
夕
暮
れ
の
寂
し
さ
が
集
ま
っ
て
く
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
な
た
と
一
緒
に

旅
を
し
た
時
の
こ
と
が
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。（
其
二
）

あ
な
た
と
と
も
に
長
く
逗
留
し
て
い
た
時
の
喜
び
を
思
う
と
、
今
の
別
れ
の
嘆

き
が
い
や
ま
し
に
な
る
。

こ
の
別
れ
の
悲
し
み
は
已
に
私
の
心
を
千
々
に
乱
れ
さ
せ
て
い
る
が
、
ま
し
て

今
は
秋
と
い
う
悲
し
み
の
季
節
で
あ
り
な
お
さ
ら
だ
。

秋
の
滝
の
音
は
北
の
谷
川
で
鳴
り
続
け
、
悲
し
げ
な
猿
の
声
は
南
の
山
に
響
い

て
い
る
。

別
れ
た
ば
か
り
の
悲
し
い
心
は
憂
い
に
満
ち
、
か
つ
て
の
思
い
出
が
湧
き
集

ま
っ
て
く
る
。（
其
三
）

集
ま
り
く
る
思
い
出
は
別
れ
の
つ
ら
さ
を
掻
き
立
て
る
が
、
朝
に
は
清
ら
か
な

谷
川
の
南
を
出
発
し
た
。

夕
べ
に
は
�
中
の
宿
に
投
宿
し
、
明
朝　

天
姥
山
に
登
っ
た
。

山
は
ど
こ
ま
で
も
高
く
雲
や
虹
の
中
に
入
っ
て
い
く
よ
う
で
、（
そ
の
す
ば
ら
し

さ
か
ら
）
帰
る
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

も
し
も
仙
人
の
浮
丘
公
に
出
会
っ
た
な
ら
ば
、（
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
留
ま
る
こ
と

│ 
六 
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に
な
っ
て
）
あ
な
た
か
ら
の
見
事
な
便
り
は
再
び
受
け
取
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。（
其
四
）

■
解
説

　

謝
霊
運
（
三
八
五
〜
四
三
三
）
の
作
品
は
、
前
集
に
賦
一
篇
（「
山
居
賦
」）

と
詩
二
篇
、
別
編
に
詩
が
一
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
許
本
に
「
王
子
晉
讚
」

を
収
め
る
。
こ
こ
で
は
、
詩
三
篇
と
讚
を
扱
い
、
賦
は
別
稿
で
扱
う
。
謝
霊
運

に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ら
に
譲

る
。
校
勘
や
語
注
も
最
小
限
に
留
め
た
。
日
本
の
訳
注
で
参
照
し
た
も
の
は
次

の
通
り
。

○
内
田
泉
之
助
・
網
祐
次
『
文
選
（
詩
篇
）
上
』（
新
釈
漢
文
大
系
）
一
九
五
三

（「
新
釈
」
と
略
）

○
花
房
英
樹
『
文
選
（
詩
騒
編
）
三
』（
全
釈
漢
文
大
系
）
集
英
社
、
一
九
七
四

（「
全
釈
」
と
略
）

○
森
野
繁
夫
『
謝
康
楽
詩
集
』
白
帝
社
、
一
九
九
七
（「
森
野
」
と
略
）

　

中
国
で
出
版
さ
れ
た
訳
注
も
数
多
い
が
、
本
稿
で
は
次
の
一
点
を
あ
げ
る
。

○
顧
紹
柏
『
謝
靈
運
集
校
注
』
中
州
出
版
社
、
一
九
八
七
（「
顧
紹
柏
」
と
略
）

　

こ
の
詩
の
脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
近
・
隱
が
「
吻
上
」、
畛
・
忍
が
「
軫
上
」。

舟
・
流
・
遊
・
樓
・
留
が
「
尤
平
」。
歡
・
歎
・
端
・
巒
・
攅
が
「
寒
平
」。
心
・

陰
・
岑
・
尋
・
音
が
「
侵
平
」。
脚
韻
か
ら
も
、
四
部
構
成
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

小
尾
郊
一
氏
は
、
始
寧
に
退
帰
し
て
い
た
元
嘉
七
年
（
四
三
○
）
頃
の
作
で

は
な
い
か
と
さ
れ 
る  
。

（
２
）

　
「
文
選
」
で
「
贈
答
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま

で
は
、
知
人
と
の
別
れ
の
悲
し
み
を
述
べ
る
も
の
で
、
そ
こ
が
評
価
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
小
尾
郊
一
氏
は
「
最
後
に
彼
の
俗
世
を
超
脱
し
た
い
考
え
の
一

端
を
も
の
ぞ
か
せ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
あ
ま
り
大
き
な
比

重
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

前
集
が
こ
の
詩
を
収
録
し
た
の
は
、
謝
霊
運
が
訪
れ
た
の
が
、
天
台
山
に
隣

接
す
る
天
姥
山
で
あ
り
、
そ
の
山
の
幽
遠
さ
を
詠
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑦
遊
赤
石
進 　
 
航
海
〔
靈
運
游
名
山
志
曰
、
永
寧
安
固
二
縣
中
路
東
南
便

〈
一
〉

是
赤
石
〕　

謝
靈
運

　

☆
前
集
巻
上

　

★
文
選
巻
二
十
二
・
初
学
記
巻
六
・
三
謝
詩
・
古
詩
紀
巻
四
十
七
・
先
秦
詩

中
宋
詩
巻
二

◆
題
に
つ
い
て

◇
訓
訳

赤
石
に
遊
び
、
進
み
て
海
に
航
す
。〔
靈
運
の
游
名
山
志
に
曰
く
、
永
寧
・
安

固
二
縣
の
中
路
、
東
南
は
便
ち
是　

赤
石
な
り
〕。

◇
校
勘

〈
一
〉
文
選
・
初
学
記
作
帆
。

◇
語
注

○
赤
石
…
注
に
も
引
く
、
謝
霊
運
の
「
游
名
山
志
」
以
外
に
そ
の
記
録
が
な
い
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
永
寧
縣
の
東
南
に
あ
っ
た
山
の
名
。　

○
航
海
…
文
選
は
帆
海
と
す
る
。

新
釈
は
「
海
に
帆
す
」
と
訓
ず
る
が
、
海
に
帆
を
浮
か
べ
る
の
意
に
な
ろ
う
。
顧
紹

柏
は
、
海
の
名
で
あ
る
と
す
る
。「
光
緒
永
嘉
縣
志
」
巻
二
に
「
帆
海
山
」
が
あ
り
、

│ 
七 
│



か
つ
て
は
海
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
陸
地
化
し
、
昔
の
海
の
名
が
山
の
名
と
な
っ
た
こ
と

を
引
く
。
日
本
に
伝
来
す
る
九
条
本
文
選
で
は
「
汎
海
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
釈

や
森
野
は
そ
れ
に
従
い
、「
海
に 
汎 
ぶ
」
と
訓
ず
る
。　

○
永
寧
…
永
嘉
郡
内
の
町
。

う
か

今
の
温
州
市
。　

○
安
固
…
今
の
瑞
安
県
。　

○
中
路
…
道
の
半
ば
、
途
中
。
永
寧
か

ら
安
固
へ
至
る
道
の
途
中
と
い
う
こ
と
か
。

◇
口
語
訳

赤
石
山
に
遊
び
、
更
に
進
ん
で
海
で
航
海
す
る
。〔
謝
靈
運
の
「
游
名
山
志
」
に

「
永
寧
県
と
安
固
県
の
間
の
、
東
南
の
辺
り
が
、
赤
石
で
あ
る
」
と
い
う
。〕

■
本
文
と
訓
訳

　

首 
夏 
猶 
清 
和 

首
夏　

猶
ほ
清
和
に
し
て

　

芳 
草 
亦 
未 
歇 

芳
草
も
亦　

未
だ 
歇 
き
ず

つ

　

水 
宿 
淹 
晨 
暮 

水
宿
し
て
晨
と
暮
と
を 
淹 
し
く
し

ひ
さ

　

陰 
霞 
b 
興 
没 

陰
霞
は 
b  
興

     

没
す

し
ば
し
ば

　

周 
覽 
倦 
瀛 
� 

周
く 
覽 
め
て
瀛
�
に
倦
み

な
が

　

況 
乃 　
 
凌 
窮 
髪 

況
や
乃
ち
窮
髪
を 
凌 
ぐ
を
や

〈
二
〉 

し
の

　

川 
后 
時 
安 
流 

川
后
は
時
に
流
れ
を
安
ら
か
に
し

　

天 
呉 
靜 
不 
發 

天
呉
は
靜
に
し
て
發
せ
ず

　

揚 
帆 
采 
石 
華 

帆
を
揚
げ
て
石
華
を
采
り

 　
 
挂 
席 
拾 　
 
海 
月 

席
を
挂
け
て
海
月
を
拾
う

〈
三
〉 

〈
四
〉

　

溟 
漲 
無 
端 
倪 

溟
漲
は
端
倪
無
き
も

　

虚 
舟 
有 
超 
越 

虚
舟
は
超
越
す
る
こ
と
有
り

　

仲 
連 
輕 
齊 
組 

仲
連
は
齊
組
を
輕
ん
じ

　

子 
牟 
眷 
魏 
闕 

子
牟
は
魏
闕 
を
眷
る 

か
え
り
み

　

矜 
名 
道 
不 
足 

名
に 
矜 
れ
ば
道
に
足
ら
ず

ほ
こ

　

適 
己 
物 
可 
忽 

己
に
適
へ
ば
物
も 
忽 
る
べ
し

わ
す

　

請 
附 
任 
公 
言 

請
ふ
任
公
の
言
に
附
き

　

終 
然 
謝 　
 
天 
伐 

終
然　

天
伐
を
謝
せ
ん
こ
と
を

〈
四
〉

■
校
勘

〈
二
〉
李
善
注
文
選
・
初
学
記
・
古
詩
紀
作
陵
。　
〈
三
〉
先
秦
詩
作
掛
。　
〈
四
〉
初

学
記
作
明
。　
〈
五
〉
李
善
注
文
選
・
初
学
記
・
古
詩
紀
作
夭
。

■
語
注

○
首
夏
…
初
夏
四
月
。　

○
清
和
…
空
気
が
清
ら
か
な
二
月
の
気
候
を
言
う
語
。　

○

水
宿
…
船
に
寝
泊
ま
り
す
る
。　

○
陰
霞
…
陰
の
霞
。
夕
焼
け
の
こ
と
を
神
話
的
に
表

現
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。　

○
瀛
�
…
海
岸
。　

○
凌
窮
髪
…
窮
髪
は
北
の
果
て
の
不

毛
の
地
。「
荘
子
」
逍
遙
遊
篇
に
あ
る
。
新
釈
は
、
今
い
る
土
地
の
事
を
指
す
と
し
、

全
釈
と
森
野
は
、
こ
こ
か
ら
更
に
遠
く
の
地
と
す
る
。
今
、
後
者
で
訳
し
て
お
く
。　

○
川
后
…
川
、
波
の
神
。　

○
天
呉
…
水
、
海
の
神
。　

○
溟
漲
…
海
。　

○
輕
舟
…
荷

物
を
積
ま
な
い
空
船
。
何
者
に
も
と
ら
わ
れ
ず
自
由
自
在
で
あ
る
こ
と
の
比
喩
と
な

る
こ
と
も
あ
る
。　

○
仲
連
…
戦
国
の
人
、
魯
仲
連
。
功
績
に
よ
り
斉
国
よ
り
爵
位
を

与
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
が
、
海
上
に
遁
れ
、
隠
遁
し
た
と
い
う
。
斉
組
は
、
斉
国
発

行
の
印
綬
。　

○
子
牟
…
魏
の
公
子
。「
自
ら
は
江
海
の
ほ
と
り
に
居
る
が
、
こ
こ
ろ

は
魏
闕
の
下
に
あ
る
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
魏
闕
は
魏
の
宮
門
。
魏
の
朝
廷
を
指
す
。

○
任
公
…
太
公
任
。「
荘
子
」
山
木
篇
に
、
太
公
任
の
言
葉
と
し
て
「
真
っ
直
ぐ
な
木

は
有
用
な
た
め
に
若
木
の
内
に
切
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
も
の
を
載
せ
る
。

│ 
八 
│



│ 
九 
│

■
口
語
訳

初
夏
で
あ
る
の
に
な
お
二
月
の
よ
う
な
澄
み
切
っ
た
陽
気
、
春
の
香
草
も
ま
だ

尽
き
果
て
て
は
い
な
い
。

船
で
寝
泊
ま
り
し
て
何
日
も
過
ぎ
、
陰
の
霞
が
何
度
も
立
っ
た
り
消
え
た
り
し

た
。

海
岸
は
あ
ま
ね
く
見
て
し
ま
っ
て
も
は
や
飽
い
た
。
ま
し
て
更
に
遠
い
僻
遠
の

地
へ
行
く
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

時
あ
た
か
も
、
川
の
神
は
流
れ
を
安
ら
か
に
し
、
海
の
神
は
波
を
静
め
て
い
る
。

そ
こ
で
帆
を
あ
げ
て
海
草
を
採
り
、
蓆
を
掲
げ
て
海
月
を
採
集
に
行
く
。

大
海
原
は
果
て
し
が
無
く
、
小
さ
い
小
舟
な
の
で
ど
こ
へ
で
も
行
く
こ
と
が
出

来
る
。

か
の
魯
仲
連
は
斉
国
の
仕
官
の
薦
め
を
退
け
て
海
上
に
隠
遁
し
た
と
い
う
し
、

魏
子
牟
は
逆
に
海
上
に
あ
り
な
が
ら
、
都
の
こ
と
を
思
い
続
け
た
と
い
う
。

名
誉
を
誇
り
と
し
て
執
着
す
れ
ば
道
に
背
く
こ
と
に
な
り
、
己
の
心
の
ま
ま
に

す
れ
ば
金
銭
な
ど
の
物
へ
の
執
着
も
な
く
な
る
の
だ
。

あ
の
任
公
の
言
に
従
っ
て
、
早
死
に
の
運
命
か
ら
遁
れ
て
天
寿
を
全
う
し
た
い

も
の
だ
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
歇
・
没
・
髪
・
發
・
月
・
越
・
闕
・
忽
・
伐
が
、「
月

入
」。

　

永
嘉
太
守
時
代
の
、
景
平
元
年
（
四
二
三
）
の
作
と
さ
れ
る
。
海
を
素
材
と

す
る
詩
文
は
中
国
で
は
珍
し
い
。
海
浜
の
遊
び
を
詠
い
な
が
ら
、
世
俗
か
ら
抜

け
出
し
て
心
の
ま
ま
に
生
き
る
事
を
望
む
。
場
所
や
テ
ー
マ
は
、
天
台
山
と
は

関
わ
り
が
無
い
。
あ
る
い
は
、
天
台
山
華
頂
峰
が
、「
望
海
」
と
称
さ
れ
る
こ
と

に
ち
な
ん
で
の
収
録
か
。

⑧
登
永
寧
江
望
海　

宋
謝
靈
運

　

☆
前
集
別
編

　

★
類
従
巻
二
十
八
・
古
詩
紀
巻
四
十
七
・
先
秦
詩
中
宋
詩
巻
二

■
本
文
と
訓
訳

　

開 
春 
獻 
初 
歳 

開
春　

獻
初
歳

　

白 
日 
出 
悠 
悠 

白
日　

出
で
て
悠
悠
た
り

　

蕩 
志 
將 
愉 
樂 

志
を
蕩
と
し
て
將
に
愉
樂
せ
ん
と
し

　

瞰 
海 　
 
始 
忘 
憂 

海 
を
瞰
し 
て
始
め
て
憂
い
を
忘
る

〈
一
〉 

み
お
ろ

　

策 
馬 
歩 
蘭 
皐 

馬 
に
策
ち 
て
蘭
皐
を
歩
み

む
ち
う

 　
 
控 
緤 
息 
椒 
丘 

 
緤 
を
控
え
て
椒
丘
に 
息 
う

〈
二
〉 

た
づ
な 

い
こ

　

採  
� 
遵 
大 　
 
浦 

�
を
採
ら
ん
と
し
て
大
浦
に
遵
い

〈
三
〉

　

搴 　
 
� 
履 
長 
洲 

�
を 
搴 
か
ん
と
し
て
長
洲
を
履
む

〈
四
〉 

ひ

　

白 
華 　
 
縞 
陽 
林 

白
き
華
は
陽
林
に
縞
を
な
し

〈
五
〉

　

紫 　
 
� 　
 
玄 
春 
流 

紫
の
�
は
春
流
を 
玄 
く
す

〈
六
〉 

〈
七
〉 

く
ろ

　

非 
徒 
不 
弭 
忘　
　
 　
 
徒
に  
弭 
み
忘
れ
ざ
る
の
み
に
非
ず

い
た
づ
ら 

や

　

覽 
物 
情 
彌 
遒 

物
を
覽
て
情
は 
彌　
遒 
る

い
よ
い
よ
せ
ま

　

萱 
蘇 
始 
無 
慰 

萱
蘇　

始
め
よ
り
慰
む
る
無
く

　

寂 
寞 
終 
可 
求 

寂
寞
こ
そ
終
に
求
む
べ
き
も
の
な
り

■
校
勘

＊
題
名
、
類
従
作
東
山
望
海
詩
、
古
詩
紀
作
郡
東
山
望
溟
海
。　
〈
一
〉
類
従
作
庶
。　

〈
二
〉
前
集
作
緤
�
、
類
従
・
古
詩
紀
作
緤
控
。
依
森
野
改
控
緤
。　
〈
三
〉
類
従
作



│ 
十 
│

薄
。　
〈
四
〉
類
従
作
若
。　
〈
五
〉
先
秦
詩
作 
�
。　
〈
六
〉
古
詩
紀
云
一
作
翹
。　
〈
七
〉

類
従
作
曄
。

■
語
注

○
開
春
、
獻
歳
、
初
歳
…
い
ず
れ
も
新
年
の
年
頭
の
意
。　

○
始
…
芸
文
類
従
は
庶
に

作
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
憂
い
を
忘
れ
る
こ
と
を
願
う
」
の
意
。　

○
椒
…
香
草
。　

○
s 
�
…
い
ず
れ
も
香
草
。　

○
浦
…
岸
辺
。
芸
文
類
従
は
薄
に
作
る
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
草
原
の
意
。　

○
陽
林
…
南
向
き
の
林
。　

○
�
…
香
草
。　

○
玄
…
芸
文
類
従
は

曄
に
作
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
輝
か
す
の
意
。　

○
萱
蘇
…
忘
憂
草
。　

○
寂
寞
…
俗

塵
を
超
越
し
た
境
地
。

■
口
語
訳

新
春
の
歳
の
始
め
、
太
陽
は
悠
々
と
昇
っ
て
い
る
。

気
持
ち
を
ゆ
っ
た
り
と
さ
せ
て
楽
し
も
う
と
し
、
海
を
見
下
ろ
し
て
そ
こ
で
始

め
て
憂
い
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

馬
に
む
ち
打
っ
て
蘭
の
咲
く
岡
を
進
み
、
手
綱
を
引
い
て
椒
の
生
え
た
丘
で
休

憩
す
る
。

s
草
を
取
ろ
う
と
し
て
岸
辺
に
沿
っ
て
進
み
、
�
草
を
摘
み
な
が
ら
長
く
続
く

洲
を
歩
く
。

（
見
渡
せ
ば
）
白
い
花
が
南
向
き
の
樹
林
に
縞
模
様
を
な
し
て
お
り
、
紫
の
香

草
が
春
の
川
の
流
れ
に
黒
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。

（
こ
う
し
た
光
景
を
眺
め
て
い
て
も
）
た
だ
、
憂
い
を
忘
れ
ら
れ
な
い
だ
け
で

は
な
く
、
物
思
い
の
情
は
ま
す
ま
す
高
じ
て
く
る
。

憂
い
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
萱
蘇
の
草
な
ど
は
は
な
か
ら
期
待
す
べ
き

で
は
な
く
、
た
だ
世
俗
を
超
え
た
清
浄
な
境
地
を
こ
そ
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
は
、
悠
・
憂
・
丘
・
洲
・
流
・
遒
・
求
が
「
尤
平
」。

　

こ
の
詩
も
永
嘉
太
守
時
代
の
、
景
平
元
年
（
四
二
三
）
春
の
作
と
さ
れ
る
。

海
を
眺
め
、
ま
た
海
浜
を
散
策
し
て
物
思
い
に
ふ
け
り
、
最
終
的
に
は
世
俗
の

あ
り
方
を
脱
却
し
た
清
浄
の
境
地
こ
そ
目
指
す
べ
き
の
も
の
だ
と
す
る
。
内
容

的
に
⑦
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
が
、
天
台
山
と
直
接
の
関
係
は
見
い
だ
し
が
た

い
の
も
⑦
に
同
じ
。
前
集
は
、
華
頂
峰
か
ら
海
が
見
渡
せ
る
と
い
う
伝
承
に
か

ら
め
て
収
録
し
た
も
の
か
。

⑨
王
子
晉
讚　

謝
靈
運

　

☆
許
本
巻
九

　

★
初
学
記
巻
二
十
三
・
古
詩
紀
巻
四
十
八
・
全
宋
文
巻
三
十
三

■
本
文
と
訓
訳

 　
 
淑 
質 
非 
不 
麗 

淑
質
は
麗
な
ら
ざ
る
に
非
ず

〈
一
〉

　

難 
以 
之 
百 
年 

以
て
百
年
に 
之 
か
ん
と
す
る
を
難
し
と
す

ゆ

　

儲 
宮 
非 
不 
貴 

儲
宮
は
貴
か
ら
ざ
る
に
非
ず

　

豈 
若 
登 
雲 
天 

豈
に
雲
天
に
登
る
に
若
か
ん
や

　

王 
子 
愛 
清 
淨 

王
子　

清
淨
を
愛
す

　

區 
中 
寔 
囂 
諠 

區
中 　

寔
に 
囂
諠
た
り

ま
こ
と

　

冀 
見 
浮 
丘 
公 

冀
は
く
は
浮
丘
公
に
見
え

　

與 
爾 
共 
繽 
翻 

爾
と
共
に
繽
翻
た
ら
ん



│ 
一
一 
│

■
校
勘

＊
初
学
記
を
底
本
と
す
る
。　
〈
一
〉
許
本
作
渉
。

■
語
注

○
淑
質
…
善
良
な
性
根
。
善
美
な
天
性
。　

○
儲
宮
…
皇
太
子
。　

○
區
中
…
限
ら
れ

た
場
所
。
転
じ
て
、
世
俗
の
世
。　

○
囂
諠
…
か
ま
び
す
し
い
。　

○
繽
翻
…
乱
れ
飛

ぶ
様
子
。

■
口
語
訳

そ
の
優
れ
た
素
質
が
麗
し
く
な
い
の
で
は
な
い
、
た
だ
百
年
と
い
う
長
い
寿
命

に
至
る
こ
と
が
難
し
い
の
だ
。

皇
太
子
と
い
う
身
分
が
高
貴
で
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
し
か
し
雲
の
上
の
御
殿

に
登
る
の
に
は
及
ば
な
い
。

王
子
喬
は
清
浄
を
愛
し
て
い
て
、
こ
の
が
や
が
や
と
し
た
世
俗
世
界
を
厭
う
た
。

願
う
こ
と
は
浮
丘
公
に
出
会
い
、
と
も
に
天
空
へ
飛
ん
で
い
く
こ
と
だ
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
年
・
天
が
「
先
平
」、
諠
・
翻
が
「
元
平
」。
讚
で
あ

る
が
押
韻
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

前
集
未
収
。
許
本
に
載
せ
る
の
で
収
録
し
た
。

　

詩
紀
に
「
賛
例
不
録
。
以
其
近
五
言
詩
、
附
存
之
」
と
注
す
。
顧
紹
柏
は
、

「
衡
山
岩
下
見
一
翁
四
五
少
年
讚
」
と
同
じ
時
期
の
も
の
だ
ろ
う
と
し
、
始
寧

へ
の
隠
遁
時
期
（
景
平
元
年
（
四
二
三
）
〜
元
嘉
三
年
（
四
二
六
））
の
作
だ
ろ

う
と
す
る
。

⑩
王
子
喬
讚　

江
淹

　

☆
許
本
巻
九

　

★
江
文
通
集
巻
第
十
（
四
部
叢
刊
・
明
胡
之
驥
「
江
文
通
集
彙
注
」（
中
華
書

局
））・
類
従
巻
七
十
八
・
全
梁
文
巻
三
十
九

■
本
文
と
訓
訳

　

子 
喬 
好 
輕 
擧 

子
喬
は
輕
擧
を
好
み

　

不 
待 
煉 
銀 
丹 

銀
丹
を
煉
る
を
待
た
ず

　

控 
鶴 　
 
去 
窈 
窕 

鶴
を
控
え
て
窈
窕
に
去
る

〈
一
〉

　

學 
鳳 
對 
�  
� 

鳳
に
學
び
て
� 
�
に
對
す

　

山 
無 
一 
春 
草 

山
に
一
の
春
草
無
き
も

　

谷 
有 
千 
年 
蘭 

谷
に
千
年
の
蘭
有
り

　

雲 
衣 
不 
躑 
躅 

雲
衣
し
て
躑
躅
せ
ず

　

龍 
駕 
何 
時 
還 

龍
駕
し
て
何
れ
の
時
に
か
還
る

■
校
勘

＊
江
文
通
集
を
底
本
と
す
る
。　
〈
一
〉
類
従
・
許
本
作
上
。

■
語
注

○
軽
挙
…
軽
や
か
に
高
い
と
こ
ろ
へ
上
が
る
。神
仙
や
仙
人
が
空
を
飛
翔
す
る
様
を
か

く
表
現
す
る
事
が
多
い
。
或
い
は
昇
仙
す
る
こ
と
。　

○
銀
丹
…
金
丹
と
同
じ
か
。
仙

薬
の
こ
と
。　

○
控
鶴
…
控
は
馬
な
ど
を
乗
り
こ
な
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
鶴
に
乗
る
こ

と
。　

○
窈
窕
…
奥
ゆ
か
し
い
様
も
指
す
が
、
こ
こ
で
は
奥
深
い
様
、
深
遠
な
様
の
意

だ
ろ
う
。
許
本
は
「
藍
天
」
の
こ
と
だ
と
い
う
。
一
解
で
あ
ろ
う
。
芸
文
・
許
本
に

よ
れ
ば
「
天
に
上
る
」
と
な
る
。　

○
� 
�
…
高
く
そ
ば
だ
っ
た
山
。　

○
雲
衣
…
雲
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気
。「
楚
辞
」
九
歎
に
「
服
雲
衣
之
披
披
」
と
あ
り
、
王
逸
は
「
被
服
雲
気
」
と
注
す
。

○
龍
駕
…
龍
に
駕
す
る
。
こ
こ
で
は
昇
仙
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

■
口
語
訳

王
子
喬
は
昇
仙
を
好
み
、

地
上
で
銀
丹
が
錬
成
さ
れ
る
の
を
待
た
ず
に
昇
っ
た
。

鶴
に
乗
っ
て
奥
深
く
深
遠
な
天
に
昇
り
、

鳳
凰
に
な
ら
っ
て
高
く
そ
ば
だ
っ
た
山
々
に
向
か
い
合
う
。

山
に
は
一
本
の
春
の
草
も
無
い
が
、

谷
に
は
千
年
も
前
か
ら
生
え
て
い
る
蘭
が
あ
る
。

雲
気
を
身
に
ま
と
っ
て
た
め
ら
う
こ
と
は
な
い
、

天
に
昇
っ
て
い
つ
帰
っ
て
く
る
か
は
分
か
ら
な
い
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
丹
・
�
・
蘭
が
「
寒
平
」、
還
が
「
刪
平
」。
讚
で
あ

る
が
押
韻
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

江
淹
（
四
四
四
〜
五
○
五
）
は
、
梁
の
考
城
（
河
南
省
）
の
人
。
字
は
文
通
。

斉
・
梁
・
陳
に
仕
え
る
。
詩
賦
に
長
じ
、
ま
た
史
書
も
も
の
し
た
。「
斉
史
」
が

あ
っ
た
と
い
う
が
伝
わ
ら
な
い
。「
隋
書
経
籍
志
」
に
「
梁
金
紫
光
禄
大
夫
江
淹

集
九
巻
〔
梁
二
十
巻
〕」
と
あ
る
が
、
現
存
す
る
「
江
文
通
集
十
巻
」
本
は
輯
本

で
あ
る
。「
梁
書
」
巻
十
四
、「
南
史
」
巻
五
十
九
本
伝
。

　

前
集
未
収
。
許
本
が
載
せ
る
の
で
収
録
し
た
。「
雲
山
讃
四
首
并
序
」
の
一
つ

め
の
讚
と
し
て
「
王
太
子
」
の
題
で
収
録
さ
れ
、
他
の
三
者
は
、
陰
長
生
・
白

雲
・
秦
女
で
あ
る
。
序
は
「
壁
上
有
雑
画
、
皆
作
山
水
好
勢
、
仙
者
五
六
、
雲

気
生
焉
。
悵
然
会
意
、
題
為
小
讚
云
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
壁
に
書
か

れ
た
神
仙
の
絵
画
を
見
て
、
作
ら
れ
た
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

五
・
六
句
目
の
対
句
が
何
を
表
す
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

⑪
桐
栢
曲　

梁
武
帝

　

☆
許
本
巻
一

　

★
楽
府
巻
五
十
一
・
古
詩
紀
巻
六
十
四
・
先
秦
詩
中
梁
詩
巻
一

■
本
文
と
訓
訳

　

桐 
栢 
眞
、
昇 
帝 
賓
。 

桐
栢
眞　

帝
の
賓
に
昇
る

　

戲 
伊 
谷
、
遊 
洛 
濱
。 

伊
谷
に
戲
れ
、
洛
濱
に
游
ぶ

　

參 
差 
列 
鳳 　
 
管
、 

參
差
た
り
鳳
管
を
列
し

〈
一
〉

　

容 
與 
起 
梁 
塵
。 

容
與
と
し
て
梁
塵
を
起
こ
す

　

望 
不 
可 
至
、 

望
む
ら
く
は
至
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と

　

徘 
徊 
謝 
時 
人
。 

徘
徊
し
て
時
人
に
謝
す

■
校
勘

＊
楽
府
を
底
本
と
す
る
。　
〈
一
〉
古
詩
紀
作
�
。

■
語
注

○
桐
栢
眞
…
桐
栢
真
人
。
王
喬
の
異
称
。　

○
伊
谷
…
谷
は
、
渓
谷
あ
る
い
は
渓
流
。

伊
水
を
指
し
て
い
る
と
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
次
の
洛
水
と
あ
わ
せ
、
王
喬
が
伊
洛
の

地
で
遊
ん
で
い
て
浮
丘
公
と
と
も
に
、
嵩
山
に
登
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。　

○
參
差

…
長
短
不
揃
い
な
様
子
。
あ
る
い
は
笙
の
よ
う
な
長
さ
の
こ
と
な
る
複
数
の
管
か
ら

な
る
楽
器
。
こ
こ
で
は
、
王
喬
が
笙
の
名
手
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
管
楽

器
の
形
容
で
あ
ろ
う
。　

○
鳳
管
…
王
喬
の
笙
の
演
奏
は
鳳
凰
の
鳴
く
声
の
よ
う
で
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あ
っ
た
と
い
う
。　

○
容
與
…
ゆ
っ
た
り
の
び
の
び
し
た
様
。　

○
梁
塵
…
梁
の
上
の

塵
。「
梁
塵
飛
」「
動
梁
塵
」
な
ど
の
表
現
が
あ
り
、
そ
の
音
楽
が
あ
ま
り
に
絶
妙
な

た
め
梁
の
上
の
塵
も
動
い
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。

■
口
語
訳

桐
柏
真
人
は
、
天
帝
の
賓
客
の
地
位
に
昇
ら
れ
る
。

伊
水
の
谷
川
や
洛
水
の
ほ
と
り
で
遊
歴
し
た
。

長
短
不
揃
い
の
笙
で
鳳
凰
の
声
を
吹
き
鳴
ら
せ
ば
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
梁
の

塵
も
動
か
さ
ん
ば
か
り
。

彼
は
人
々
が
自
分
の
近
く
へ
来
る
こ
と
は
望
ま
な
い
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
き
回
っ

て
人
々
に
別
れ
を
告
げ
た
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
眞
・
賓
・
濱
・
塵
・
人
が
「
真
平
」。

　

前
集
未
収
。
許
本
が
載
せ
る
の
で
収
録
し
た
。
許
本
で
は
「
咏
王
喬
」
と
題

す
。
楽
府
詩
集
で
は
、「
清
商
曲
辞
」
の
中
の
「
上
雲
楽
」
七
曲
の
ひ
と
つ
と
し

て
あ
げ
る
。
ま
た
「
古
今
楽
録
曰
」
と
し
て
「
桐
栢
曲
。
和
云
、
可
憐
眞
人
遊
」

と
す
る
。

　

梁
の
武
帝
（
四
六
四
〜
五
四
九
、
即
位
は
五
○
二
）
は
、
姓
名
は
蕭
衍
、
字

は
叔
達
。
斉
の
臣
で
あ
っ
た
が
自
立
し
て
梁
を
立
て
る
。
文
学
に
も
通
じ
、
経

典
の
注
釈
書
な
ど
多
数
の
著
述
が
あ
っ
た
。
そ
の
治
世
は
五
十
年
あ
ま
り
に
及

び
、
そ
の
平
和
な
治
世
を
通
し
て
南
朝
文
化
が
花
開
い
た
。
し
か
し
治
世
の
後

半
は
仏
教
に
深
く
傾
倒
し
、
ま
た
政
治
が
放
恣
に
な
っ
て
乱
れ
、
侯
景
の
乱
の

さ
な
か
に
憂
死
し
た
。「
梁
書
」
巻
三
に
本
紀
。「
隋
書
経
籍
志
」
に
「
梁
武
帝

集
二
十
六
巻
」
を
載
せ
る
が
、
伝
わ
ら
な
い
。

　

本
詩
は
、
王
喬
の
昇
仙
を
詠
っ
た
も
の
。

⑫
餞
臨
海
太
守
劉
孝
儀
蜀
太
守
劉
孝
勝　

梁
簡
文
帝

　

☆
前
集
別
編

　

★
類
従
巻
二
十
九
・
文
苑
巻
二
百
六
十
六
・
古
詩
紀
巻
六
十
八
・
先
秦
詩
下

梁
詩
巻
二
十
一

■
本
文
と
訓
訳

　

碣 
石 
臨 
東 
海 

碣
石
は
東
海
に
臨
み

　

峨 
嵋 
距 
西 
候 

峨
嵋
は
西
候
を
距
つ

　

兩 
杜 
昔 
夾 
河 

兩
杜
は
昔　

河
を
夾
み

　

二 
龍 
今 
出 
守 

二
龍
は
今　

出
で
て
守
た
り

　

方 
無 
夜 
犬 
驚 

 
方 
に
夜　

犬
の
驚
く
無
く

ま
さ

　

向 　
 
息 
神 
牛 
� 

 
向 
に
は
神
牛
の
�
す
る
を 
息 
む

〈
一
〉 

さ
き 

や

　

涼 
風 　
 
繞 
輕 
幕 

涼
風　

輕
幕
に 
繞 
ひ

〈
二
〉 

ま
と

　

麥 
雨 
交 
新 
溜 

麥
雨　

新
溜
に
交
わ
る

　

念 
此 
一 　
 
銜 
觴 

此
を
念
ひ　

一
た
び
觴
を
銜
み

〈
三
〉

　

懷 
離 
在 
惟 
舊 

離
を
懷
ふ
は　

舊
を
惟
ふ
に
在
り

■
校
勘

〈
一
〉
文
苑
作
昔
。　
〈
二
〉
古
詩
紀
・
先
秦
詩
作
遶
。　
〈
三
〉
古
詩
紀
作
恩
。

■
語
注

○
碣
石
…
山
の
名
で
、
そ
の
所
在
地
に
は
諸
説
あ
る
。
戦
国
時
代
に
燕
の
昭
王
が
鄒

衍
ら
諸
子
の
為
に
作
ら
せ
た
「
碣
石
宮
」
と
い
う
宮
殿
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
に
よ
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る
も
の
で
、
実
在
の
山
と
い
う
よ
り
は
、
伝
説
上
の
神
山
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ

が
後
世
、
河
北
省
沿
海
の
実
在
の
山
の
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
（
崑
崙
山
な
ど
と
同

様
）。
こ
こ
で
は
劉
孝
儀
の
赴
任
地
が
東
海
に
臨
ん
で
い
る
こ
と
に
こ
と
よ
せ
て
登
場

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　

○
峨
嵋
…
四
川
省
の
名
山
。　

○
西
候
…
秋
の
季
節
を

も
言
う
が
、
こ
こ
で
は
、
候
に
亭
の
意
味
が
あ
る
の
に
従
い
、
西
の
辺
境
に
あ
る
亭

駅
と
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。　

○
兩
杜
昔
夾
河
…
前
漢
武
帝
期
の
酷
吏
の
杜
周
に
二
人

の
子
が
あ
り
、
彼
の
全
盛
期
に
は
、
黄
河
の
両
岸
で
郡
太
守
と
な
っ
た
と
あ
る
（「
家

兩
子
、
夾
河
爲
守
」：「
史
記
」
酷
吏
列
伝
）。
し
か
し
彼
ら
は
確
か
に
勢
力
を
奮
っ
た

わ
け
だ
が
、「
其
治
暴
酷
」（
同
）
と
あ
り
、
決
し
て
好
ま
し
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

あ
る
い
は
別
の
典
故
か
も
し
れ
な
い
。　

○
二
龍
…
劉
孝
儀
・
孝
勝
兄
弟
を
指
す
。　

○
守
…
音
韻
か
ら
し
て
も
、
太
守
の
こ
と
。　

○
夜
犬
驚
…
夜
を
守
る
犬
が
不
審
な
も

の
に
驚
い
て
吼
え
る
こ
と
か
。「
陳
書
」
先
主
本
紀
に
、
徐
陵
の
「
冊
陳
公
九
錫
文
」

を
引
き
、
陳
公
の
功
績
を
讃
え
る
中
で
「
列
郡
無
犬
吠
之
驚
、
叢
祠
罷
狐
鳴
之
盗
」

と
あ
る
。　

○
神
牛
…
「
博
物
志
」（「
増
訂
漢
魏
叢
書
」
所
収
）
巻
三
異
獣
に
「
九
眞

有
神
牛
、
乃
生
谿
上
。
黒
出
時
共
闘
即
海
沸
、
黄
或
出
闘
岸
上
。
家
牛
皆
怖
。
人
或

遮
則
霹
靂
。
号
曰
神
牛
」
と
あ
る
。　

○
麥
雨
…
麦
の
熟
す
る
頃
に
降
る
雨
。　

○
新

溜
…
雪
解
け
の
急
流
。

■
口
語
訳

孝
儀
君
の
行
く
碣
石
は
遙
か
遠
く
の
東
海
に
臨
ん
で
い
る
と
い
い
、

孝
勝
君
の
向
か
う
峨
嵋
山
は
西
の
辺
境
の
亭
か
ら
更
に
隔
た
っ
て
い
る
と
い
う
。

昔　

杜
周
の
二
人
の
息
子
は
、
黄
河
の
両
岸
の
街
の
太
守
と
な
っ
た
と
い
う
が
、

今　

二
人
の
す
ば
ら
し
い
人
材
は
、
と
も
に
都
を
出
て
外
地
で
太
守
と
な
る
。

二
人
の
任
地
で
は
、
こ
れ
か
ら
夜
に
犬
が
驚
い
て
吼
え
る
こ
と
も
な
く
な
る
だ

ろ
う
し
、

先
に
は
神
牛
が
闘
う
の
も
や
め
さ
せ
た
。

涼
や
か
な
風
が
軽
や
か
な
カ
ー
テ
ン
に
ま
と
わ
り
つ
き
、

麦
雨
が
流
れ
の
早
い
雪
解
け
水
に
混
じ
っ
て
い
く
。

こ
の
こ
と
（
別
れ
）
を
思
っ
て
は
ひ
と
た
び
杯
を
あ
け
る
、

別
れ
を
思
う
こ
と
は
、
か
つ
て
の
交
友
を
思
う
こ
と
な
の
だ
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
候
・
守
・   
�
・
溜
・
舊
が
「
宥
去
」。

　

梁
の
簡
文
帝
（
五
○
三
〜
五
五
一
、
即
位
は
五
五
○
）。
姓
名
は
蕭
綱
、
字
は

世
纉
。
武
帝
の
第
三
子
。
昭
明
太
子
の
後
を
継
い
で
太
子
と
な
っ
た
。
侯
景
の

乱
の
さ
な
か
、
武
帝
の
憂
死
の
後
を
受
け
て
即
位
し
た
が
、
や
が
て
廃
さ
れ
、

幽
殺
さ
れ
た
。
自
身
も
宮
体
と
称
せ
ら
れ
る
優
艶
な
詩
を
よ
く
し
た
が
、
武
帝

時
代
の
宮
廷
詩
人
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。「
梁
書
」
巻
四
に
本
紀
。

「
隋
書
経
籍
志
」
に
「
梁
簡
文
帝
集
八
十
五
巻
」
を
載
せ
る
が
伝
わ
ら
な
い
。

　

本
詩
は
、
題
辞
に
よ
れ
ば
、
劉
孝
儀
が
臨
海
郡
の
太
守
と
し
て
、
劉
孝
勝
が

蜀
の
太
守
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
赴
任
す
る
に
あ
た
っ
て
の
送
別
の
詩
で
あ
る
。
劉

孝
儀
（
四
八
四
〜
五
五
○
）
は
、
劉
孝
綽
の
弟
で
名
は
潛
、
孝
儀
は
字
。
梁
に

仕
え
太
子
時
代
の
簡
文
帝
の
守
り
役
も
勤
め
た
。
大
同
十
年
（
五
四
四
）
に
、

伏
波
将
軍
と
し
て
、
臨
海
郡
（
今
の
浙
江
省
台
州
の
地
）
太
守
に
任
じ
ら
れ
て

い
る
。「
梁
書
」
巻
四
十
一
に
本
伝
。「
隋
書
経
籍
志
」
に
「
梁
都
官
尚
書
劉
孝

儀
集
二
十
巻
」
を
載
せ
る
が
伝
わ
ら
な
い
。
劉
孝
勝
は
、
孝
儀
の
弟
。
兄
同
様

諸
官
を
歴
任
し
、
安
西
武
陵
王
の
長
史
と
し
て
蜀
郡
太
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
後
、

侯
景
の
乱
に
際
し
、
武
陵
王
が
帝
号
を
僭
称
し
、
孝
勝
を
任
用
し
た
こ
と
か
ら
、

罪
を
問
わ
れ
た
が
後
に
許
さ
れ
復
官
し
て
い
る
。

　

五
・
六
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
二
人
の
新
任
太
守
の
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徳
に
よ
り
、
治
安
が
保
た
れ
、
神
霊
も
鎮
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

劉
孝
儀
の
任
地
が
臨
海
郡
で
、
そ
こ
が
海
か
ら
天
台
山
に
向
か
う
入
り
口
に

あ
た
る
な
ど
天
台
山
に
関
わ
り
の
深
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
の
採
用
か
。

⑬
別
王
謙　

呉
均

　

★
前
集
別
編

　

☆
類
従
巻
二
十
九
・
文
苑
巻
二
百
六
十
六
・
古
詩
紀
巻
八
十
二
・
先
秦
詩
中

梁
詩
巻
十
一

■
本
文
と
訓
訳

　

嚴 
光 
不 　
 
逐 
世 

嚴
光
は
世
を
逐
わ
ず

〈
一
〉

　

流 
轉 
任 
飛 
蓬 

流
轉
し
て
飛
蓬
に
任
す

　

欲 
還 
天 
台 
嶺 

天
台
の
嶺
に
還
ら
ん
と
欲
す

　

不 
狎 
甘 
泉 
宮 

甘
泉
の
宮
に 
狎 
れ
ざ
る
な
り

な

　

離 
歌 
玉 　
 
絃 
絶 

離
れ
の
歌
に
、
玉
絃
絶
え

〈
二
〉

　

別 
酒 
金 
巵 
空 

別
れ
の
酒
は
、
金
巵
空
し

　

儻 
遺 
故 
人 
念 

 
儻 
し
故
人
の
念
い
を
遺
す
な
ら
ば

も

　

僕 
在 
東 
山 
東 

僕
は
東
山
の
東
に
在
り

■
校
勘

〈
一
〉
前
集
作
遂
。
依
文
苑
・
先
秦
詩
改
逐
。　
〈
二
〉
前
集
作
玄
。
依
芸
文
等
改
絃
。

■
語
注

○
嚴
光
…
後
漢
の
人
。
若
い
頃
光
武
帝
と
交
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
即
位
後
は
出
仕

せ
ず
山
林
に
隠
れ
た
。
隠
遁
者
の
草
分
け
的
存
在
。　

○
甘
泉
宮
…
も
と
は
秦
の
離
宮

で
、
漢
の
武
帝
が
増
築
し
た
。
こ
こ
で
は
、
都
（
出
仕
）
の
象
徴
だ
ろ
う
。　

○
離
歌

…
別
れ
の
歌
。　

○
玉
絃
…
玉
の
よ
う
に
美
し
く
優
美
な
音
楽
と
い
う
こ
と
か
。　

○

金
巵
…
黄
金
の
杯
。

■
口
語
訳

あ
の
隠
者
の
厳
光
は
世
俗
の
評
判
を
追
い
求
め
ず
、

風
に
ま
か
せ
て
流
転
の
生
涯
を
送
っ
た
。

天
台
の
嶺
に
帰
ろ
う
と
し
た
の
は
、

都
で
の
宮
仕
え
に
が
い
や
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

（
彼
に
な
ら
っ
て
私
も
隠
遁
す
る
の
だ
が
）

別
離
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
が
、
も
は
や
そ
の
す
ば
ら
し
い
音
曲
も
絶
え
て
し
ま

い
、

酌
み
交
わ
し
て
い
た
別
れ
の
杯
も
、
も
う
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
別
れ

の
時
が
来
た
）。

も
し
君
が
、
友
人
へ
の
思
い
を
抱
い
て
く
れ
る
な
ら
ば
、

私
は
あ
の
東
の
山
の
、
更
に
東
に
い
る
こ
と
を
憶
え
て
い
て
ほ
し
い
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
蓬
・
宮
・
空
・
東
が
「
東
平
」。

　

呉
均
（
四
六
九
〜
五
二
○
）
は
、
梁
の
呉
興
（
浙
江
省
）
の
人
。
字
は
叔
庠
。

梁
に
仕
え
史
書
の
編
纂
な
ど
に
も
携
わ
っ
た
。「
隋
書
経
籍
志
」
に
は
「
斉
春
秋

三
十
巻
」「
梁
奉
朝
請
呉
均
集
二
十
巻
」
等
を
載
せ
る
が
い
ず
れ
も
伝
わ
ら
な
い
。

梁
書
巻
四
十
五
文
学
伝
本
伝
。
別
れ
る
相
手
の
王
謙
は
不
詳
。
送
別
か
留
別
か

も
不
明
だ
が
、
こ
こ
は
留
別
の
詩
と
取
り
、
呉
均
が
都
を
離
れ
て
隠
遁
し
よ
う

と
し
て
る
場
面
と
し
て
解
し
た
。
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こ
の
詩
で
呉
均
は
、
厳
光
が
天
台
山
に
還
っ
た
と
す
る
が
、
こ
の
話
は
他
の

資
料
に
は
見
え
な
い
。

⑭
道
士
歩
虚
詞　

�
信

　

☆
前
集
別
編

　

★
�
子
山
集
巻
二
（
四
部
叢
刊
所
収
、
清
倪
�
注
・
近
人
許
逸
民
校
点
『
�

子
山
集
注
』
中
華
書
局
、
一
九
八
○
）・
類
従
巻
七
十
八
・
文
苑
巻
一
百
九
十

三
・
楽
府
巻
七
十
八
・
古
詩
紀
巻
一
一
四
・
先
秦
詩
下
北
周
巻
二

■
本
文
と
訓
訳

　

歸 
心 
遊 
太 
極 

歸
心　

太
極
に
遊
び

 　
 
迥 
向 
入 
無 
名 

迥
向　

無
名
に
入
る

〈
一
〉

　

五 
香 
芬 
紫 
府 

五
香　

紫
府
に 
芬 
り

か
お

　

千 
燈 
照 
赤 
城 

千
燈　

赤
城
を
照
ら
す

　

鳳 
林 
採 　
 
珠 
實 

鳳
林
に
珠
實
を
採
り

〈
二
〉

 　
 
龍 
山 
種 
玉 
榮 

龍
山
に
玉
榮
を 
種 
う

〈
三
〉 

う

 　
 
夏 
簧 
三 
舌 
響 

夏
の
簧
は
三
舌　

響
き

〈
四
〉

　

春 
鐘 
九 
乳 
鳴 

春
の
鐘
は
九
乳　

鳴
る

　

絳 
河 
應 
遠 
別 

絳
河　

應
に
遠
く
別
る
べ
し

　

黄 
鵠 
來 
相 
迎 

黄
鵠　

來
り
て
相
迎
ふ

■
校
勘

〈
一
〉
楽
府
作
回
。　
〈
二
〉
前
集
作
桐
。
依
文
苑
・
先
秦
詩
、
改
珠
。　
〈
三
〉
前
集
・

文
苑
作
舂
。
類
従
・
楽
府
作
春
。
文
苑
云
、
一
作
龍
。
古
詩
紀
作
龍
、
云
一
作
春
。

先
秦
詩
作
龍
。
依
文
苑
一
説
・
古
詩
紀
、
改
龍
。　
〈
四
〉
楽
府
作
夏
笛
三
山
響
。
文

苑
作
夏
簧
三
山
響
。
云
、
一
作
三
舌
響
。
古
詩
紀
云
、
一
作
夏
笛
三
山
響
。

■
語
注

○
迴
向
…
回
向
に
同
じ
。
心
を
ひ
と
つ
に
向
け
る
こ
と
。　

○
無
名
…
「
老
子
」
第
一

章
に
「
無
名
、
天
地
之
始
。
有
名
、
万
物
之
母
」。　

○
珠
實
…
真
珠
、
あ
る
い
は
そ

れ
に
類
す
る
木
の
実
。
い
ず
れ
に
せ
よ
仙
界
に
お
い
て
、
鳳
凰
が
食
す
る
も
の
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
。
後
句
の
「
玉
栄
」
と
も
対
を
な
す
。
前
集
は
「
桐
実
」
と

す
る
が
、桐
の
実
が
仙
界
に
関
わ
る
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。　

○
龍
山
…
前
集
は「
舂

山
」
に
作
る
。「
穆
天
子
伝
」
巻
二
に
、
崑
崙
山
周
辺
の
山
と
し
て
「
季
夏
丁
卯
、
天

子
北
升
于
舂
山
之
上
、
以
望
四
野
曰
、
舂
山
、
是
惟
天
下
之
高
山
也
」
等
の
記
事
が

あ
る
。
臼
の
形
を
し
た
山
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
前
句
の

「
鳳
林
」
と
の
対
も
考
え
、
古
詩
紀
等
に
従
っ
て
「
龍
山
」
と
し
た
。
龍
の
棲
む
山
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。　

○
玉
栄
…
玉
の
花
。　

○
簧
…
笙
の
類
の
笛
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
舌
（
リ
ー
ド
）。
後
句
の
「
鐘
」
と
対
を
な
す
。　

○
九
乳

…
乳
は
鐘
に
つ
け
ら
れ
た
乳
首
状
の
突
起
物
。
乳
が
九
つ
あ
る
鐘
。　

○
絳
河
…
銀
河
。

○
黄
鵠
…
「
説
文
解
字
」
に
「
鵠
、
黄
鵠
也
」
と
あ
り
、
段
玉
裁
は
「
黄
、
各
本
作
鴻
。

依
玄
應
書
李
善
西
都
賦
注
、
正
」
と
注
す
。

■
口
語
訳

私
の
心
が
帰
す
る
と
こ
ろ
は
、
万
物
の
根
源
で
あ
る
「
太
極
」
で
あ
り
、

私
の
心
が
一
心
に
向
か
う
と
こ
ろ
は
、
天
地
の
始
め
で
あ
る
「
無
名
」
で
あ
る
。

紫
府
（
仙
界
の
建
物
）
に
は
五
種
類
の
神
秘
的
な
香
り
が
漂
い
、

幾
千
も
の
灯
火
が
赤
城
山
を
照
ら
し
て
い
る
。

鳳
凰
の
棲
む
林
で
珠
の
実
を
採
集
し
、

龍
の
棲
む
山
に
は
玉
栄
を
植
え
る
。
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夏
に
は
三
舌
の
簧
を
響
か
せ
、

春
に
は
九
乳
の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
。

や
が
て
銀
河
を
遠
く
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、

黄
鵠
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
名
・
城
・
栄
・
鳴
・
迎
が
「
庚
平
」。

　

�
信
（
五
一
三
〜
五
八
一
）、
北
周
の
南
陽
（
河
南
省
）
の
人
。
字
は
子
山
、

梁
に
仕
え
、
後
に
北
周
に
仕
え
開
府
儀
同
三
司
に
い
た
り
、
�
開
府
と
も
称
せ

ら
る
。
艶
麗
な
詩
を
得
意
と
し
、
徐
陵
と
並
び
徐
�
体
の
称
が
あ
る
。
周
書
巻

四
十
一
・
北
史
巻
八
十
三
本
伝
。「
隋
書
経
籍
志
」
に
は
「
後
周
開
府
儀
同
�

信
集
二
十
一
巻
」
を
載
せ
る
が
、
今
「
�
子
山
集
十
六
巻
」
が
残
る
（
四
部
叢

刊
）。

　

本
詩
は
、
道
士
歩
虚
詞
十
首
の
ひ
と
つ
。
歩
虚
詞
は
、
唐
呉
競
「
楽
府
解
題
」

に
「
歩
虚
詞
、
道
家
曲
也
。
備
言
衆
仙
縹
緲
輕
擧
之
美
（「
歩
虚
詞
は
、
道
教
関

係
の
歌
曲
で
あ
り
、
諸
も
ろ
の
神
仙
た
ち
が
ふ
わ
ふ
わ
と
空
中
を
飛
行
す
る
す

ば
ら
し
い
さ
ま
を
の
べ
た
も
の 
）

    

」
と
あ
る
。
元
々
十
作
品
セ
ッ
ト
で
、
道
教
儀

（
３
）

礼
の
中
で
歌
わ
れ
る
、
極
め
て
宗
教
的
色
彩
の
強
い
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ 
る 
。

（
４
）

東
晋
の
陸
修
静
あ
た
り
を
嚆
矢
と
し
、
隋
煬
帝
や
唐
劉
禹
錫
な
ど
の
作
品
も
あ

り
、
唐
代
頃
ま
で
作
ら
れ
た
。
�
信
の
作
品
は
、
陸
の
本
旨
を
受
け
継
ぎ
つ
つ

も
、
遊
仙
詩
の
流
れ
を
受
け
た
文
学
的
要
素
が
強
い
も
の
に
変
質
し
て
お
り
、

加
藤
国
安 
氏 
や
森
野
繁
夫 
氏 
ら
は
、
北
周
武
帝
時
代
の
道
教
隆
盛
を
背
景
に
、

（
５
） 

（
６
）

王
侯
達
を
読
者
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
日
本
語
の
訳
注
に
、

加
藤
氏
と
森
野
氏
の
も
の
が
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
参
照
し
た
。

　

本
詩
は
、
十
首
の
連
作
の
七
番
目
に
あ
た
り
、
仙
界
の
様
子
を
画
い
た
も
の
。

前
集
が
こ
の
詩
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
四
句
目
の
「
赤
城
」
と
い
う
言
葉
に
注

目
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
は
仙
界
の
山
の
こ
と
で
、
必
ず
し
も

天
台
山
の
赤
城
山
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
無
か
ろ
う
。

　

な
お
、
�
信
の
父
で
あ
る
�
肩
悟
を
、「
天
台
山
方
外
志
」
巻
十
は
「
隠
士
」

の
一
人
と
数
え
、
天
台
に
隠
居
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
�
信
の
「
哀
江
南
賦
」

に
「
天
台
逸
民
」
と
題
す
る
か
ら
だ
と
い
う
が
、
当
該
部
分
は
現
行
本
の
集
で

は
「
天
山
逸
民
」
と
な
っ
て
お
り
、
彼
と
天
台
山
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
は

な
っ
て
い
な
い
。

⑮
詠
山　

劉
斌

　

☆
許
本
巻
一

　

★
初
学
記
巻
五
総
載
山
・
古
詩
紀
巻
一
二
六
・
先
秦
詩
下
隋
詩
巻
六

■
本
文
と
訓
訳

 　
 
靈

〈
一
〉

 
山 
峙 
千 
仞 

靈
山
は
千
仞
に 
峙 
え

そ
び

　

蔽 
日 
且 
嵯 
峨 

日
を
蔽
ひ
且
つ
嵯
峨
た
り

　

紫 
蓋 
雲 　
 
陰 
遠 

紫
蓋
に
雲
陰　

遠
く

〈
二
〉

　

香 
爐 
烟 
氣 
多 

香
爐
に
烟
氣　

多
し

　

石 
梁 
高 
鳥 
路 

石
梁
は
鳥
路
よ
り
高
く

　

瀑 
水 
近 
天 
河 

瀑
水
は
天
河
に
近
し

　

欲 
知 
聞 
道 
里 

道
里
を
知
聞
せ
ん
と
欲
し

　

別 
自 
有 
仙 
歌 

別
に
自
ら
仙
歌
有
り

■
校
勘

＊
初
学
記
を
底
本
と
す
る
。　

題
名
許
本
作
詠
天
台
山
。　
〈
一
〉
初
学
記
作
雪
。
従
古
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詩
紀
改
霊
。　
〈
二
〉
許
本
作
陽
。

■
語
注

○
蔽
日
…
日
光
を
遮
蔽
す
る
こ
と
。「
楚
辞
・
九
章
・
渉
江
」
に
「
山
峻
高
以
蔽
日
兮
」

と
あ
る
。　

○
嵯
峨
…
高
く
突
っ
立
っ
て
険
し
い
様
。　

○
紫
蓋
…
紫
色
の
車
の
屋
根
。

帝
王
の
み
が
用
い
る
。
よ
っ
て
許
本
は
都
の
象
徴
と
見
る
。
あ
る
い
は
雲
気
が
山
に

か
か
っ
た
様
を
言
う
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
山
の
名
前
に
も
屡
々
用
い
ら
れ
る
。　

○
雲

陰
…
許
本
は
雲
陽
と
し
、
秦
代
の
都
近
く
の
県
だ
と
し
、
紫
蓋
同
様
都
の
象
徴
と
し
、

こ
の
句
を
天
台
山
が
都
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
す
る
が
、

従
い
難
い
。
雲
陰
で
、
雲
の
か
げ
、
陰
っ
た
雲
。
あ
る
い
は
雲
が
陰
る
こ
と
。　

○
香

爐
…
そ
の
姿
か
ら
し
ば
し
ば
山
の
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。こ
こ
で
は
固
有
名
詞
で
は

な
く
、香
爐
の
よ
う
な
険
し
い
山
の
姿
を
表
し
て
い
よ
う
。　

○
烟
気
…
け
む
る
気
。　

○
石
梁
…
石
造
り
の
橋
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
で
山
中
の
自
然
の
石
橋
を
か
く
表

現
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
天
台
山
を
象
徴
す
る
景
物
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
台

山
以
外
の
山
に
お
い
て
も
、
石
梁
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
多
数
あ
る
。　

○
瀑
水
…
滝
。

や
は
り
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
瀑
布
の
表
現
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
石
梁
と
瀑

布
は
天
台
山
を
象
徴
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
一
方
霊
山
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な
山
で
あ
れ
ば
、
こ
の
両
者
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
く
、
こ
の

詩
が
天
台
山
を
意
識
し
て
い
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
は
や
や
た
め
ら
い
が
あ
る
。　

○

知
聞
…
知
る
。
告
げ
る
。
あ
る
い
は
「
聞
」
を
「
知
」
る
と
よ
み　

○
道
里
…
道
と

村
里
。
あ
る
い
は
道
の
り
、
道
程
。　

○
仙
歌
…
仙
人
の
歌
う
歌
の
こ
と
か
。

■
口
語
訳

霊
妙
な
山
は
千
仞
も
の
高
さ
に
そ
ば
だ
ち
、

太
陽
を
蔽
わ
ん
ば
か
り
に
険
し
く
聳
え
て
い
る
。

紫
蓋
の
よ
う
な
山
に
陰
っ
た
雲
が
か
か
り
、

香
炉
の
よ
う
な
山
頂
は
煙
る
雲
気
を
多
く
ま
と
っ
て
い
る
。

山
中
の
石
橋
は
鳥
達
の
通
り
道
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、

瀑
布
の
水
は
天
川
に
も
近
づ
か
ん
ば
か
り
。

そ
ん
な
山
中
で
道
程
を
知
る
た
め
に
人
に
尋
ね
よ
う
と
し
た
ら
、

自
然
と
仙
人
の
歌
が
聞
こ
え
て
き
た
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
峨
・
多
・
河
・
歌
が
「
歌
平
」。

　

前
集
未
収
。
許
本
が
載
せ
る
の
で
収
録
し
た
。
初
学
記
等
の
題
名
は
「
詠
山

詩
」
で
天
台
山
と
の
関
わ
り
を
示
唆
し
な
い
。
許
本
は
天
台
山
を
詠
ん
だ
歌
と

す
る
が
、
必
ず
し
も
確
証
は
な
い
。
詩
に
「
石
梁
」「
瀑
水
」
な
ど
の
語
句
が
登

場
す
る
点
は
、
天
台
山
と
の
関
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
句
は
他

の
山
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

劉
斌
（
生
卒
年
不
詳
）
は
、
南
陽
（
河
南
省
）
の
人
。
文
章
に
優
れ
、
隋
末

唐
初
の
混
乱
期
に
は
、
竇
建
徳
・
劉
黒
闥
ら
に
仕
え
た
。
劉
黒
闥
が
李
世
民
に

打
ち
破
ら
れ
て
突
厥
に
逃
げ
た
の
に
従
い
、
北
地
に
渡
り
、
そ
の
後
の
消
息
は

分
か
ら
な
い
。「
隋
志
」
巻
七
十
六
・「
北
史
」
巻
八
十
三
本
伝
。「
先
秦
詩
」
は
、

本
詩
の
他
に
三
篇
を
収
録
し
て
い
る
。

　

こ
の
詩
は
一
種
の
遊
仙
詩
で
あ
ろ
う
。
語
注
で
も
指
摘
し
た
が
、
天
台
山
に

関
わ
り
の
深
い
「
石
梁
」「
瀑
水
」
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
天
台
山
を
意
識
し

た
作
品
と
も
取
れ
る
が
、
必
ず
し
も
確
証
は
持
て
な
い
。

⑯
登
台
山
篇　

李
巨
仁

　

☆
前
集
巻
上
、
許
本
巻
一
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★
以
下
の
諸
書
は
「
登
名
山
篇
」
と
題
し
、
初
句
を
「
名
山
稱
地
鎮
」
と
し

た
も
の
を
収
録
。

　
　

文
苑
巻
二
百
十
一
・
楽
府
巻
六
十
四
・
古
詩
紀
巻
一
百
二
十
七
・
先
秦
詩

下
隋
詩
巻
七

■
本
文
と
訓
訳

 　
 
台 
山 　
 
稱 
地 
鎮 

台
山
は
地
鎮
と
称
す

〈
一
〉 

〈
二
〉

 　
 
千 
仞 
上 
凌 
霄 

千
仞
の
上
に
霄
を
凌
ぐ

〈
三
〉

 　
 
雲 
開 
金 
闕 
迴 

雲
は
開
き
金
闕
に
迴
り

〈
四
〉

　

霧 
起 
石 
梁 
遙 

霧
は
起
ち
て
石
梁　

遙
か
な
り

　

翠 
微 
横 
鳥 
路 

翠
微　

鳥
路
に
横
た
わ
り

 　
 
珠 
澗 
入 
星 
橋 

珠
澗　

星
橋
に
入
る

〈
五
〉

　

風 
急 　
 
青 
谿 
晩 

風
は
急
な
り
青
谿
の
晩

〈
六
〉

　

霞 　
 
起 
赤 
城 
朝 

霞
は
起
る
赤
城
の
朝

〈
七
〉

　

寓 
目 
幽 
棲 　
 
地 

寓
目
す
幽
棲
地

〈
八
〉

　

駕 　
 
言 　
 
追 
綺 
季 

駕
言
し
て
綺
季
を
追
ふ

〈
九
〉 

〈
十
〉

 　
 
避 
世 
桃 
源 
士 

世
を
避
く
る
は
桃
源
の
士

〈
十
一
〉

　

忘 
情 
漆 
園 
吏 

情
を
忘
る
る
は
漆
園
の
吏

 　
 
抽 
簪 
傲 
九 
辟 

簪
を
抽
き
て
九
辟
に
傲
り

〈
十
二
〉

　

脱  
�  
輕 
千 
駟 

�
を
脱
ぎ
て
千
駟
を
輕
ん
ず

　

沈 
冥 
負 
俗 
心 

沈
冥
に
し
て
俗
心
に 
負 
き

そ
む

 　
 
蕭 
灑 
凌 
雲 
意 

蕭
灑
と
し
て
雲
意
を
凌
ぐ

〈
十
三
〉

　

蒼 
蒼 
聳 
極 
天 

蒼
蒼
と
し
て
極
天
に
聳
え

　

伏 
眺 　
 
盡 
山 
川 

伏
し
て
眺
む
れ
ば
山
川
を
盡
く
す

〈
十
四
〉

　

疊 
峰 
如 
積 
浪 

疊
峰
は
積
浪
の
如
く

　

分 
崖 
若 　
 
斷 
煙 

分
崖
は
斷
煙
の
若
し

〈
十
五
〉

　

淺 
深 
聞 
度 
雨 

淺
深　

度
雨
を
聞
き

　

輕 
重 
聴 
飛 
泉 

輕
重　

飛
泉
を
聴
く

　

采 
藥 
逢 
三 
島 

藥
を
采
り
て
三
島
に
逢
ひ

　

尋 
眞 　
 
値 
九 
仙 

眞
を
尋
ね
て
九
仙
に
値
ふ

〈
十
六
〉

　

藏 
書 
凡 
幾 
代 

書
を
藏
し
て
凡
そ
幾
代

　

看 　
 
博 
已 
經 
年 

博
き
を
看
て
已
に
年
を
經
る

〈
十
七
〉

　

逝 
將 
追 
羽 
客 

逝
き
て
將
に
羽
客
を
追
は
ん
と
す
る
に

　

千 
載 
一 
來 
旋 

千
載
に
一
た
び
來
旋
す
る
な
り

■
校
勘

＊
題
名
を
、
天
台
前
集
は
「
登
台
山
篇
」
と
し
、
文
苑
ら
の
諸
書
は
「
登
名
山
篇
」

と
す
る
。　
〈
一
〉
文
苑
・
楽
府
・
古
詩
紀
作
名
山
。　
〈
二
〉
楽
府
作
本
鎮
地
。
文
苑

云
、
一
作
本
鎮
地
。　
〈
三
〉
楽
府
作
迢
遞
。
文
苑
云
、
一
作
迢
遞
。　
〈
四
〉
楽
府
作

雲
披
金
澗
近
。
文
苑
云
、
一
作
雲
披
金
澗
近
。　
〈
五
〉
楽
府
作
珠
樹
拂
。
文
苑
云
、

一
作
珠
樹
拂
。　
〈
六
〉
楽
府
作
清
。　
〈
七
〉
文
苑
作
散
。　
〈
八
〉
楽
府
作
客
。
文
苑
云
、

一
作
客
。　
〈
九
〉
楽
府
空
格
。　
〈
十
〉
楽
府
作
尋
。
文
苑
云
、
一
作
尋
。　
〈
十
一
〉

楽
府
作
跡
絶
。　
〈
十
二
〉
楽
府
無
以
下
二
句
。　
〈
十
三
〉
楽
府
作
疎
策
。
文
苑
云
、

一
作
疎
策
。　
〈
十
四
〉
文
苑
作
疊
。　
〈
十
五
〉
楽
府
作
斜
。
文
苑
云
、
一
作
斜
。　
〈
十

六
〉
楽
府
作
遇
。
文
苑
云
、
一
作
遇
。　
〈
十
七
〉
楽
府
作
傳
。
文
苑
作
愽
。

■
語
注

○
台
山
…
天
台
山
を
指
す
か
。
し
か
し
前
集
以
外
の
諸
書
は
、
す
べ
て
「
名
山
」
と
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す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天
台
山
に
関
わ
ら
ず
、
名
山
全
般
の
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

○
称
地
鎮
…
熟
語
で
は
な
い
。「
地
」
の
「
鎮
め
」
と
「
称
さ
れ
る
」
い
う
こ
と
か
。

楽
府
等
が
「
本
鎮
地
」
に
作
る
の
に
従
え
ば
、
元
々
地
を
鎮
め
る
も
の
で
あ
っ
た
、

く
ら
い
の
意
に
な
ろ
う
。　

○
千
仞
…
楽
府
等
が
「
迢
遞
」
に
作
る
の
に
従
え
ば
、
遥

か
に
高
い
の
意
。　

○
金
闕
…
天
帝
や
神
仙
の
住
ま
う
宮
殿
。　

○
翠
微
…
山
、又
は
山

の
八
合
目
辺
り
。
山
気
で
薄
緑
色
に
か
す
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
言
う
。　

○
珠
澗
…
あ

ま
り
熟
し
て
い
な
い
。
真
珠
の
よ
う
な
美
し
い
水
滴
が
流
れ
る
川
、
く
ら
い
の
意
味

か
。
楽
府
等
が
「
珠
樹
払
」
に
作
る
の
に
従
え
ば
、
仙
木
が
星
橋
に
触
れ
る
、
く
ら

い
の
意
味
に
な
ろ
う
。　

○
星
橋
…
銀
河
に
掛
か
る
橋
。　

○
霞
起
…
楽
府
等
が
「
霞

散
」
に
作
る
の
に
従
え
ば
、
朝
に
な
る
と
霞
が
散
っ
て
赤
城
山
が
姿
を
表
す
、
の
意

味
に
な
ろ
う
。　

○
寓
目
…
注
目
し
て
見
る
。　

○
駕
言
…
出
遊
す
る
こ
と
。
言
は
語

助
詞
。「
詩
経
・
�
風
・
泉
水
」
に
「
駕
言
出
遊
、
以
写
我
憂
」
に
基
づ
く
。　

○
綺

季
…
綺
里
季
。
秦
末
漢
初
の
隠
者
で
、
四
皓
の
一
人
。　

○
漆
園
吏
…
荘
子
が
勤
め
て

い
た
と
さ
れ
る
。　

○
脱
�
…
草
履
を
脱
ぎ
捨
て
る
。
惜
し
げ
も
な
く
捨
て
去
る
こ
と
。

○
九
辟
…
辟
は
召
さ
れ
て
任
官
す
る
こ
と
。
繰
り
返
し
召
さ
れ
る
こ
と
。　

○
千
駟
…

馬
四
千
頭
、
あ
る
い
は
車
千
乗
。
貴
顕
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。　

○
沈
冥
…
深
い
静
寂
。

○
蕭
灑
…
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
清
ら
か
な
様
。　

○
極
天
…
天
空
の
極
み
。　

○
斷
煙
…

ち
ぎ
れ
ち
ぎ
れ
の
煙
。　

○
淺
深
…
浅
い
と
深
い
、あ
る
い
は
そ
れ
を
測
る
。　

○
度
雨

…
不
詳
。
�
肩
吾
「
尋
周
處
士
弘
讓
詩
」（「
�
度
支
集
」
…
「
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
」

所
収
）
に
「
泉
飛
疑
度
雨
、
雲
積
似
重
樓
」
と
あ
る
。
雨
か
と
疑
う
、
の
意
味
か
。　

○
飛
泉
…
滝
。　

○
三
島
…
神
仙
の
住
む
と
い
う
東
海
中
の
三
神
山
。
蓬
莱
・
方
丈
・

瀛
洲
。　

○
九
仙
…
九
種
の
仙
人
。
諸
説
あ
る
が
、
諸
仙
と
い
う
意
味
か
も
し
れ
な
い
。

○
看
博
…
不
詳
。
幅
広
く
色
々
な
も
の
を
見
聞
き
し
て
き
た
と
い
う
意
味
か
。

■
口
語
訳

天
台
山
は
、
地
の
鎮
め
と
し
て
称
揚
さ
れ
て
い
る
。

千
仞
に
も
聳
え
青
空
を
も
凌
ぐ
高
さ
で
あ
る
。

雲
が
開
け
る
と
山
頂
の
神
仙
の
宮
殿
に
ま
と
わ
り
つ
き
、

霧
が
起
こ
っ
て
自
然
に
で
き
た
石
の
橋
を
遥
か
に
霞
ま
せ
る
。

山
の
頂
上
付
近
に
は
鳥
の
通
り
道
が
あ
り
、

山
中
の
美
し
く
清
ら
か
な
川
の
水
は
、
銀
河
に
掛
か
る
橋
を
く
ぐ
っ
て
流
れ
る
。

青
々
と
し
た
谷
の
夕
べ
に
は
風
が
吹
き
、

朝
に
は
赤
城
山
で
霞
が
起
こ
っ
て
い
る
。

（
私
は
）
俗
世
を
離
れ
て
静
か
に
隠
棲
で
き
る
場
所
に
目
を
つ
け
、

出
遊
し
て
、
隠
遁
し
た
綺
季
の
跡
を
追
い
か
け
る
。

陶
淵
明
「
桃
下
源
記
」
の
世
界
の
人
々
の
よ
う
に
世
を
避
け
、

荘
周
の
よ
う
に
世
俗
の
情
を
忘
れ
て
し
ま
お
う
。

簪
を
抜
い
て
正
装
を
や
め
、
繰
り
返
し
出
さ
れ
る
招
請
状
も
無
視
し
て
、

名
誉
や
富
貴
、
王
侯
の
地
位
も
惜
し
げ
も
な
く
捨
て
去
ろ
う
。

深
い
静
寂
の
中
に
沈
ん
で
世
俗
の
連
中
の
期
待
に
背
き
、

さ
っ
ぱ
り
と
清
ら
か
に
し
て
雲
の
意
志
よ
り
も
こ
だ
わ
り
が
な
い
。

青
々
と
し
て
天
の
際
ま
で
聳
え
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
伏
し
て
見
れ
ば
山
川
を
眺
め
尽
く
せ
る
。

重
な
る
峰
々
は
積
み
重
な
っ
た
波
の
よ
う
、

切
れ
切
れ
の
断
崖
は
ち
ぎ
れ
た
煙
の
よ
う
。

深
か
っ
た
り
浅
か
っ
た
り
す
る
度
雨
の
音
が
耳
に
入
っ
て
き
、

時
に
は
重
く
、
時
に
は
軽
く
響
く
滝
の
音
に
耳
を
傾
け
る
。
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仙
薬
を
採
集
し
て
は
東
海
の
三
神
山
ま
で
至
り
、

真
人
を
尋
ね
て
は
九
仙
に
出
会
う
。

書
物
を
蔵
し
て
も
う
幾
代
に
も
な
り
、

博
く
物
事
を
観
察
し
て
既
に
年
を
経
た
。

そ
こ
で
仙
人
の
あ
と
を
追
お
う
と
し
た
が
、

仙
人
は
千
年
に
一
度
や
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
、
そ
れ
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

■
解
説

　

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
、
霄
・
遙
・
橋
・
朝
が
「
蕭
平
」、
季
・
吏
・
駟
・
意
が

「
�
去
」、
川
・
煙
・
泉
・
仙
・
年
・
旋
が
「
先
平
」。

　

李
巨
仁
に
つ
い
て
、「
詩
紀
」
は
「
爵
里
無
考
」
と
す
る
。
生
卒
年
他
、
未
詳
。

先
秦
詩
は
本
篇
の
他
に
、「
釣
竿
篇
」（
初
学
記
等
）・「
京
洛
篇
」（
文
苑
英
華

等
）・「
賦
得
方
塘
含
白
水
篇
」（
初
学
記
等
）・「
賦
得
鏡
詩
」（
初
学
記
等
）
を

収
録
す
る
が
、
伝
記
資
料
は
な
い
。

　

詩
紀
は
「
楽
府
失
載
名
氏
。
在
武
帝
後
。
詩
彙
作
武
帝
時
。
誤
也
。
考
文
苑

英
華
作
李
巨
仁
」
と
注
す
。

　

脚
韻
か
ら
見
れ
ば
、
本
詩
は
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
第
一
部
は
天
台
山

（
名
山
）
の
す
ば
ら
し
さ
を
画
き
、
第
二
部
で
世
俗
か
ら
離
れ
て
そ
う
し
た
山

に
隠
棲
す
る
こ
と
を
述
べ
、
第
三
部
で
は
名
山
に
入
っ
て
神
仙
を
求
め
た
こ
と

を
述
べ
る
。
今
回
は
、
最
終
的
に
は
そ
れ
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
解
し
た
。

　

こ
の
詩
も
、
天
台
前
集
の
み
が
天
台
山
と
の
つ
な
が
り
を
指
摘
し
て
い
る
の

み
で
、
他
の
諸
書
は
、
一
般
的
な
名
山
の
詩
だ
と
し
て
い
る
。

﹇
注
﹈

（
１
）「
天
台
前
集
」
は
、
宋
代
に
作
ら
れ
た
天
台
山
に
関
す
る
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
前
稿
参
照
。
ま
た
前
稿
で
は
、「
天
台
前
集
」
の
序
文
と
、

六
朝
以
前
の
詩
を
三
点
を
検
討
し
た
。
次
稿
で
は
、
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
と
謝
霊

運
「
山
居
賦
」
の
二
つ
の
賦
、
並
び
に
逸
文
な
ど
を
検
討
し
、
最
後
に
全
体
を
通
し

て
の
考
察
を
加
え
る
予
定
で
あ
る
。

前
稿
：「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
一
）
〜
六
朝
以
前
（
上
）」「
埼
玉
大
学
紀
要　

教
育
学

部
」
第
五
十
八
巻
第
一
号
、
二
○
○
九

（
２
）
小
尾
郊
一
『
謝
霊
運
―
孤
独
の
山
水
詩
人
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
三

（
３
）『
楽
府
詩
集
』
巻
七
十
八
、
雑
曲
歌
辞　

所
収
。
口
語
訳
は
、
後
掲
の
深
澤
氏

に
よ
る
。

（
４
）
深
澤
一
幸
「「
歩
虚
詞
」
考
」（
吉
川
忠
夫
『
中
国
古
道
教
史
研
究
』
同
朋
舎
、

一
九
九
二
）

（
５
）
加
藤
国
安
『
越
境
す
る
�
信
（
下
）』
研
文
出
版
、
二
○
○
四

（
６
）
森
野
繁
夫
「
�
信
の
詩
―
道
士
歩
虚
詞
十
首
―
」『
中
国
学
論
集
』（
安
田
女

子
大
学
中
国
文
学
研
究
会
）
第
四
十
三
号
、
二
○
○
六

＊
前
稿
の
補
遺

「
①
茅
初
成
昇
天
謠　

秦
時
邑
謠
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
掲
載
し
て
い
る
資
料

が
「
史
記
・
集
解
」
以
外
に
見
つ
か
っ
た
の
で
紹
介
し
て
お
く
。

﹇
引
用
文
﹈

○
「
三
輔
黄
図
」
巻
三　

甘
泉
宮
の
項

「
集
靈
宮
・
集
仙
宮
・
存
仙
殿
・
望
仙
臺
・
望
仙
觀
、
倶
在
華
陰
縣
界
、
皆
武

帝
宮
觀
名
也
。
華
山
記
及
三
輔
舊
事
云
、
昔
有
太
元
眞
人
茅
盈
内
紀
、
始
皇
三

十
一
年
九
月
庚
子
、
盈
曾
祖
父
濛
、
于
華
山
、
乘
雲
駕
龍
、
白
日
昇
天
。
先
是
、

邑
人
謠
曰
、『
神
仙
得
者
茅
初
成
、
駕
龍
上
昇
入
太
清
、
時
下
玄
洲
戲
赤
城
、
繼

世
而
往
在
我
盈
、
帝
若
學
之
臘
嘉
平
』」。



│ 
二
二 
│

﹇
解
説
﹈

　
「
三
輔
黄
図
」
は
、
長
安
の
地
誌
で
あ
る
が
、
撰
者
は
不
詳
。
晁
公
武
は
梁
・

陳
の
間
の
作
か
、
と
す
る
が
、
最
終
的
な
編
集
は
唐
代
半
ば
以
降
だ
ろ
う
と
さ

れ
る
（
陳
直
『
三
輔
黄
図
校
正
』
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
○
、
他
）。
こ
こ

に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
華
山
記
」
は
、
撰
者
・
成
立
年
代
と
も
不
詳
。
陳
振
孫

『
直
斎
書
録
解
題
』
に
収
録
す
る
（
一
巻
、
不
知
名
氏
）
他
、
芸
文
類
従
な
ど

に
断
片
が
残
る
。
六
朝
時
代
か
唐
初
の
も
の
か
。「
三
輔
旧
事
」
は
、
長
安
周
辺

の
地
誌
や
挿
話
を
集
め
た
も
の
。「
新
旧
唐
書
」
で
は
、「
韋
氏
撰
」
と
す
る
が
、

詳
細
は
未
詳
。
あ
る
い
は
「
隋
書
・
経
籍
志
」
の
「
三
輔
故
事
」
と
同
じ
か
。

「
初
学
記
」
な
ど
に
断
片
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
初
ま
で
に
は
成

立
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（「
長
安
史
蹟
叢
刊
」所
収
）。い
ず
れ
に
せ
よ
、唐

初
こ
ろ
ま
で
は
下
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
資
料
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、「
史
記
・

集
解
」
よ
り
古
い
資
料
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
提
出
）

（
二
〇
〇
九
年
四
月
一
七
日
受
理
）


